
藤
原
道
長
経
筒
に
刻
ま
れ
た
願
文
を
め
ぐ
っ
て	

　
　

―
そ
の
文
字
は
藤
原
行
成
の
筆
跡
か
―

宮　

川　

禎　

一

一
、
は
じ
め
に

　

京
都
国
立
博
物
館
に
は
国
宝
「
金
銅
藤
原
道
長
経
筒
」
一
口
が
保
管
さ
れ
て

い
る
（
挿
図
1
）。
奈
良
県
吉
野
町
の
金
峯
神
社
が
所
蔵
し
、
博
物
館
の
考
古
部

門
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。

　

藤
原
道
長
（
九
六
六
～
一
○
二
七
）
は
平
安
時
代
を
代
表
す
る
貴
族
で
あ
る
。

一
条
天
皇
か
ら
三
条
天
皇
そ
し
て
後
一
条
天
皇
に
か
け
て
主
に
左
大
臣
と
し
て

仕
え
た
。
そ
の
藤
原
道
長
が
四
十
一
歳
で
あ
っ
た
寛
弘
四
年
（
一
○
○
七
年
）

の
秋
八
月
に
自
ら
登
山
し
て
埋
め
た
経
筒
で
あ
る
。

　

考
古
学
的
に
は
紀
年
銘
の
あ
る
日
本
最
古
の
経
筒
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
同

時
に
平
安
時
代
の
信
仰
史
を
表
す
歴
史
的
遺
品
と
し
て
、
さ
ら
に
は
金
工
作
品

と
し
て
の
意
義
も
大
変
深
い
も
の
が
あ
る
。
近
衛
家
陽
明
文
庫
に
伝
わ
る
道
長

の
日
記
『
御
堂
関
白
記
』
の
寛
弘
四
年
八
月
条
に
記
さ
れ
た
金
峯
山
登
山
参
詣

記
事
と
と
も
に
展
示
さ
れ
る
こ
と
が
た
び
た
び
で
あ
る
。
い
ず
れ
か
の
展
覧
会

で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
の
論
考
は
こ
の
道
長
の
経
筒
に
つ
い
て
考
古
学
的
で
も
な
く
歴
史
的
で

も
な
く
、
金
工
作
品
と
し
て
で
も
な
く
、
表
面
に
刻
ま
れ
た
銘
文
を
「
書
跡
」

と
し
て
み
て
み
た
ら
ど
う
か
と
い
う
主
題
で
書
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

筆
者
は
京
都
国
立
博
物
館
で
平
成
十
九
年（
二
○
○
七
年
）に
開
催
し
た『
藤

原
道
長
展
』（

（
（

の
準
備
段
階
以
来
、
こ
の
経
筒
に
刻
ま
れ
た
文
字
は
三
跡
の
ひ
と

り
で
和
様
の
書
の
完
成
者
で
あ
る
藤
原
行
成
（
九
七
二
～
一
○
二
七
）
の
下
書

き
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
き
た
。
本
稿
で
は
そ
の
点
を
中
心
に
銘

文
の
書
的
側
面
に
焦
点
を
あ
て
て
こ
の
経
筒
の
意
義
を
考
え
た
い
。

　

ま
ず
は
経
筒
伝
来
の
歴
史
的
経
緯
か
ら
見
て
み
よ
う
。

二
、
金
峯
山
経
塚
と
道
長
経
筒

　

金
峯
山
経
塚
は
考
古
学
的
な
用
語
と
し
て
の
遺
跡
名
で
あ
る
。
現
在
は
奈
良

県
吉
野
郡
天
川
村
の
山
上
ヶ
岳
の
山
頂
に
営
ま
れ
た
経
塚
を
中
心
と
す
る
平
安

鎌
倉
期
の
遺
物
出
土
地
を
そ
う
呼
称
し
て
い
る（

（
（

。
山
上
ヶ
岳
は
標
高
一
七
一
九

ｍ
。
山
頂
か
ら
蔵
王
権
現
が
湧
出
し
た
と
い
う
修
験
道
の
聖
地
で
あ
る
。
飛
鳥

時
代
末
に
役
行
者
が
開
い
た
と
さ
れ
る
。
現
在
も
女
人
禁
制
が
守
ら
れ
る
修
験

の
山
で
あ
る
。
藤
原
道
長
が
こ
の
金
峯
山
に
登
り
、
山
頂
部
に
埋
経
を
行
っ
た
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の
は
今
か
ら
一
千
年
余
り
前
の
寛
弘
四
年
（
一
○
○
七
年
）
八
月
十
一
日
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
京
都
を
出
た
の
は
八
月
二
日
、
山
城
国
・
大
和
国
の
寺
社
な
ど

を
参
詣
し
な
が
ら
の
金
峯
山
登
山
（
御
嶽
詣
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
道
の
り
は
道

長
が
『
御
堂
関
白
記
』
に
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
京
都

国
立
博
物
館
で
特
別
展
覧
会
『
藤
原
道
長
―
極
め
た
栄
華
・
願
っ
た
浄
土
―
』

を
開
催
し
、
図
録
に
は
金
峯
山
参
詣
の
行
程
に
つ
い
て
検
討
記
述
し
た
の
で
参

照
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
経
筒
は
山
頂
の
一
角
に
埋
納
さ
れ
た
。『
御
堂
関
白
記
』
に
は
「
そ
の

上
に
金
銅
の
灯
籠
を
立
て
、
常
灯
を
と
も
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
金
峯
山
経
塚（

（
（

と
呼
称
さ
れ
る
山
上
の
遺
跡
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
出
土
品

の
内
容
か
ら
平
安
時
代
前
期
か
ら
鎌
倉
時
代
～
室
町
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
道
長
だ
け
は
な
く
、
多
く
の
参
詣
者
（
主
に
貴
族
）
が

次
々
と
捧
げ
物
を
し
た
よ
う
だ
。
出
土
品
の
す
べ
て
が
地
下
埋

納
品
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
な
か
に
は
堂
宇
へ
の
奉
納
品
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
。
い
わ
ゆ
る
金
峯
山
経
塚
造
営
の

中
心
と
な
る
時
期
は
遺
物
の
内
容
か
ら
十
一
～
十
二
世
紀
の
平

安
時
代
後
期
と
み
な
さ
れ
る
。

　

道
長
の
経
筒
は
十
七
世
紀
後
半
、
元
禄
年
間
に
山
上
本
堂

（
現
在
の
本
堂
）
の
改
修
工
事
に
伴
っ
て
地
中
か
ら
掘
り
出
さ

れ
た
も
の
と
い
う
。
同
時
に
道
長
以
降
に
貴
族
が
奉
納
し
た
金

銅
製
経
箱
の
類
（
金
峯
山
寺
所
蔵
品
等
）
も
出
土
し
た
よ
う
だ
。

経
筒
は
江
戸
時
代
以
来
、
金
峯
神
社
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
明

治
三
十
五
年
に
は
旧
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年
に
現

在
の
国
宝
に
改
め
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
九
年
以
後
は
京
都
国
立

博
物
館
の
考
古
部
門
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

経
筒
本
体
は
厚
さ
○
・
二
㎝
ほ
ど
の
銅
板
を
鍛
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
面

に
は
厚
い
鍍
金
が
施
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
三
六
・
四
㎝
、
経
筒
本
体
の
直
径
は

一
五
・
三
㎝
、
筒
底
は
本
体
に
鍛
接
さ
れ
て
い
る
。
蓋
は
被
せ
蓋
で
大
振
り
に

し
て
豊
か
な
フ
ォ
ル
ム
を
持
っ
て
い
る
。
蓋
の
四
方
に
開
い
た
孔
は
本
体
の
口

縁
部
を
も
貫
通
す
る
も
の
で
、
経
巻
を
納
め
た
の
ち
二
本
の
銅
棒
を
十
字
に
差

し
込
み
、
外
に
突
き
出
た
部
分
を
曲
げ
て
蓋
が
開
か
な
い
よ
う
固
定
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
鍵
を
使
わ
な
い
こ
と
も
注
意
さ
れ
る（

（
（

。
江
戸
時
代
に
出
土
し

た
際
に
銅
棒
は
切
断
さ
れ
、
内
部
か
ら
経
巻
が
取
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

経
筒
の
内
面
に
は
白
っ
ぽ
い
付
着
物
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
経
筒
内
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
道
長
自
筆
の
紺
紙
金
字
法
華
経
な
ど
は
現

在
、
東
京
国
立
博
物
館
や
五
島
美
術
館
な
ど
に
分
散
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
紙
の

下
半
部
が
腐
朽
し
て
欠
損
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る（

（
（

。

挿図 1 　金銅藤原道長経筒　全景
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経
筒
底
面
に
は
「
伴
延
助
」
と
い
う
経
筒
作
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
挿

図
5
Ｆ
）。
こ
の
人
物
は
藤
原
実
資
の
『
小
右
記
』（
寛
仁
二
年
十
二
月
三
十
日

条
）
に
牛
車
の
金
物
を
修
理
す
る
業
者
の
名
と
し
て
現
れ
る
。
す
な
わ
ち
道
長

の
経
筒
は
仏
具
製
作
者
で
は
な
く
て
車
屋
に
発
注
さ
れ
た
ら
し
い
。
経
筒
の
外

形
は
、
日
本
最
古
の
経
筒
ら
し
く
、
い
か
な
る
先
行
形
態
も
っ
て
い
な
い
形
状

を
呈
し
て
い
る
。
十
一
世
紀
初
頭
の
京
都
に
は
「
経
筒
」
の
概
念
が
そ
も
そ
も

な
か
っ
た
の
で
、
長
期
間
の
耐
久
性
と
い
う
目
的
を
示
し
て
特
別
に
発
注
さ
れ

た
の
だ
ろ
う（

（
（

。

　

本
体
の
身
の
周
囲
に
は
五
百
余
字
の
願
文
が
び
っ
し
り
と
刻
ま
れ
て
い
る

が
、
平
安
時
代
の
経
筒
で
こ
れ
ほ
ど
長
文
を
刻
ん
だ
も
の
は
稀
で
あ
る
。
こ
の

道
長
経
筒
の
も
つ
特
異
性
を
よ
く
示
す
部
分
で
あ
る
。
経
筒
に
は
文
字
（
漢
字

と
蓋
周
囲
の
梵
字
）
以
外
に
は
文
様
な
ど
の
装
飾
は
全
く
な
い
。
道
長
の
長
女

で
あ
る
上
東
門
院
彰
子
の
金
銀
鍍
宝
相
華
文
経
箱
（
国
宝
・
延
暦
寺
蔵
・
長
元

四
年
、
一
○
三
一
年
製
作
）
が
唐
風
の
宝
相
華
文
で
華
麗
に
装
飾
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
き
わ
め
て
実
質
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

経
筒
の
表
面
に
刻
ま
れ
た
銘
文
（
挿
図
2
）
に
は
道
長
ら
平
安
時
代
の
貴
族
が

何
故
に
金
峯
山
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
登
山
し
、
経
巻
を
埋
納
す
る
の
か
の
意
義
が
明

確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
願
文
」
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
内
容
を
見
て

お
こ
う
。

南
瞻
部
洲
大
日
本
國
左
大
臣
正
二
位
藤
原
朝
臣
道
長
百
日
潔

斎
率
信
心
道
俗
若
干
人
以
寛
弘
四
年
秋
八
月
上
金
峯
山
以
手

自
奉
書
寫
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
无
量
義
経
観
普
賢
経
各

一
巻
阿
弥
陀
経
一
巻
弥
勒
経
上
生
下
生
成
佛
経
各
一
巻
般

若
心
経
一
巻
合
十
五
巻
納
之
銅
篋
埋
于
金
峯
其
上
立
金
銅

燈
楼
奉
常
燈
始
自
今
日
期
龍
華
晨
於
是
弟
子
焚
香
合
掌
白

蔵
王
而
言
法
華
経
者
是
為
奉
報
釋
尊
恩
為
値
遇
弥
勒
親
近

蔵
王
為
弟
子
无
上
菩
提
先
年
奉
書
欲
齎
参
之
間
依
世
間
病

悩
事
与
願
違
為
恐
浮
生
之
不
定
且
於
京
洛
供
養
先
了
今
猶

所
以
埋
於
茲
者
蓋
償
初
心
復
始
願
之
志
也
阿
弥
陀
経
者
此

度
奉
書
是
為
臨
終
時
心
身
不
散
乱
念
弥
陀
尊
往
生
極
楽
世
界

也
弥
勒
経
者
又
此
度
奉
書
是
為
除
九
十
億
劫
生
死
之
罪
證

无
生
忍
遇
慈
尊
之
出
世
也
仰
願
當
慈
尊
成
佛
之
時
自
極
楽

界
往
詣
佛
所
為
法
華
會
聴
聞
受
成
佛
記
其
庭
此
所
奉
埋
之

経
巻
自
然
涌
出
令
會
衆
成
随
喜
矣
弟
子
得
宿
命
通
知
今
日

事
如
智
者
之
記
霊
山
於
前
會
文
殊
之
識
往
劫
於
須
臾
者
歟

嗚
呼
發
菩
提
心
懺
無
量
罪
運
東
閤
之
匪
石
加
南
山
之
不
騫

埋
法
身
之
舎
利
仰
釋
尊
之
哀
愍
蔵
信
心
之
手
跡
憑
龍
神
之
守

護
願
根
已
固
我
望
已
足
抑
憩
一
樹
之
蔭
飲
一
水
之
流
猶
不

是
小
縁
況
此
之
道
俗
若
干
人
或
有
以
香
花
手
足
與
此
善
者

或
有
以
翰
墨
工
藝
従
此
事
者
南
無
教
主
釋
迦
蔵
王
権
現
知
見

證
明
願
与
神
力
圓
満
弟
子
願
法
界
衆
生
依
此
津
梁
皆
結
見

佛
聞
法
之
縁
弟
子
道
長
敬
白

　
　

寛　

弘　

四　

年　
丁未　

八　

月　

十　

一　

日

　

読
み
下
し
は
次
の
と
お
り

　

南
瞻
部
洲
大
日
本
国
左
大
臣
正
二
位
の
藤
原
朝
臣
道
長
は
、
百
日
潔
斎
し

て
、
信
心
の
道
俗
若
干
人
を
率
い
、
寛
弘
四
年
秋
八
月
を
以
て
金
峯
山
に
上
り
、

手
づ
か
ら
書
写
し
奉
る
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
、
無
量
義
経
、
観
普
賢
経
各
一
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挿図 2 　金銅藤原道長経筒銘文の拓本

13



巻
、
阿
弥
陀
経
一
巻
、
弥
勒
経
上
生
・
下
生
・
成
仏
経
各
一
巻
、
般
若
心
経
一

巻
、
合
せ
て
十
五
巻
を
こ
の
銅
篋
（
経
筒
）
に
納
め
、
金
峯
に
埋
め
、
そ
の
上

に
金
銅
燈
楼
を
立
て
て
常
燈
を
奉
り
、
今
日
よ
り
始
め
て
龍
華
の
晨
（
弥
勒
下

生
の
時
）
を
期
す
。

　

是
に
於
い
て
弟
子
（
道
長
）
香
を
焚
き
、
合
掌
し
て
蔵
王
に
も
う
し
て
い
う
。

法
華
経
は
こ
れ
釈
尊
の
恩
に
報
い
奉
ら
ん
が
た
め
、
弥
勒
に
知
遇
し
、
蔵
王
に

親
近
せ
ん
が
た
め
、
弟
子
の
無
上
菩
提
の
た
め
な
り
。
先
年
（
長
徳
四
年
）
書

し
奉
り
て
（
金
峯
山
に
）
も
ち
参
ら
ん
と
欲
す
る
の
間
、
世
間
病
悩
（
疫
病
の

流
行
）
に
よ
り
、
こ
と
願
い
と
違
う
。
浮
生
の
不
定
を
恐
れ
、
し
ば
ら
く
京
洛

に
於
い
て
供
養
を
先
ず
了
え
ん
。
今
な
お
こ
こ
に
埋
め
ん
と
す
る
所
以
は
、
蓋

し
初
心
を
償
い
、
始
願
の
志
を
復
せ
ん
が
た
め
な
り
。

　

阿
弥
陀
経
は
此
の
度
（
寛
弘
四
年
）
書
し
奉
る
。
是
は
臨
終
の
時
、
心
身
散

乱
せ
ず
、
弥
陀
尊
を
念
じ
、
極
楽
世
界
に
往
生
せ
ん
が
た
め
な
り
。
弥
勒
経
は

ま
た
こ
の
た
び
書
し
奉
る
。
こ
れ
九
十
億
劫
生
死
の
罪
を
除
き
、
无
生
忍
を
證

し
、
慈
尊
の
出
世
に
遇
わ
ん
が
た
め
な
り
。
仰
ぎ
願
は
く
ば
、
慈
尊
成
仏
の
時

に
あ
た
り
、
極
楽
界
よ
り
仏
所
に
往
詣
し
て
、
法
華
会
の
聴
聞
を
な
し
、
成
仏

の
記
を
そ
の
庭
に
受
け
、
こ
こ
に
埋
め
奉
り
し
経
巻
が
自
然
涌
出
し
、
会
衆
を

し
て
随
喜
成
さ
し
め
ん
こ
と
を
。

　

弟
子
、
宿
命
通
を
得
て
、
今
日
の
事
を
知
る
。
智
者
の
霊
山
を
前
会
に
お
い

て
記
し
、
文
殊
が
往
劫
（
永
遠
）
を
須
臾
（
一
瞬
）
に
お
い
て
識
る
が
如
き
も

の
か
。

　

嗚
呼
、
菩
提
心
を
発
し
、
無
量
の
罪
を
悔
ゆ
。
東
閤
（
道
長
）
の
匪
石
を
運

び
、
南
山
（
金
峯
山
）
の
不
騫
を
加
う
。
法
身
の
舎
利
を
埋
め
、
釈
尊
の
哀
愍

を
仰
ぐ
。
信
心
の
手
跡
（
書
写
経
巻
）
を
蔵
し
、
龍
神
の
守
護
を
た
の
む
。
願

根
す
で
に
固
く
、
我
が
望
み
す
で
に
足
る
。

　

そ
も
そ
も
一
樹
の
蔭
に
憩
い
、
一
水
の
流
れ
を
飲
む
も
な
お
こ
れ
小
縁
な
ら

ず
や
。
い
わ
ん
や
こ
の
道
俗
若
干
人
、
あ
る
い
は
香
花
手
足
を
以
て
こ
の
善
に

あ
ず
か
る
者
あ
り
。
あ
る
い
は
翰
墨
工
芸
を
以
て
こ
の
事
に
従
う
者
あ
り
。

　

南
無
教
主
釋
迦
、
蔵
王
権
現
、
知
見
證
明
せ
ら
れ
、
願
は
く
ば
神
力
に
与
り
、

弟
子
の
願
い
を
円
満
な
ら
し
め
ん
。
法
界
の
衆
生
は
こ
の
津
梁
（
案
内
）
に
依

り
皆
見
仏
聞
法
の
縁
を
結
ば
ん
。
弟
子
道
長
敬
っ
て
も
う
す
。

　
　
　
　

寛
弘
四
年
丁未
八
月
十
一
日

　

願
文
は
前
・
中
・
後
の
三
段
に
区
分
さ
れ
る
。
前
段
に
は
こ
の
経
筒
を
埋
納

す
る
経
緯
を
事
実
と
し
て
記
述
。
中
段
に
は
納
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
経
巻
の
書
写

の
経
緯
と
そ
の
目
的
を
記
す
。
さ
ら
に
後
段
に
は
対
句
を
な
す
美
辞
麗
句
で
釈

迦
と
蔵
王
権
現
に
願
意
を
さ
さ
げ
て
い
る
。

　

ま
ず
前
段
に
は
「
左
大
臣
正
二
位
の
藤
原
道
長
は
、
寛
弘
四
年
秋
八
月
に
自

ら
写
経
し
た
法
華
経
な
ど
十
五
巻
を
こ
の
経
筒
（
銅
筺
と
記
さ
れ
る
）
に
納
め
、

金
峯
山
頂
に
埋
め
て
、
そ
の
上
に
金
銅
の
灯
楼
を
立
て
て
常
灯
を
と
も
し
、
今

日
か
ら
開
始
し
て
弥
勒
下
生
の
時
ま
で
待
つ
」と
埋
経
の
目
的
を
記
し
て
い
る
。

　

中
段
に
は
、
法
華
経
八
巻
書
写
の
目
的
は
「
釈
迦
の
恩
に
報
い
る
た
め
、
ま

た
弥
勒
に
知
遇
し
、
蔵
王
権
現
に
親
近
す
る
た
め
、
そ
し
て
自
分
の
無
上
菩
提

の
た
め
」
で
あ
っ
た
。
先
年
す
な
わ
ち
長
徳
四
年
（
九
九
八
年
）
に
参
詣
奉
納

の
予
定
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
疫
病
の
流
行
な
ど
の
理
由
で
参
詣
は
断
念
さ
れ
、

京
都
に
お
い
て
供
養
だ
け
は
終
え
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
改
め
て
今
回
、
寛
弘

四
年
（
一
○
○
七
年
）
に
参
詣
埋
経
す
る
の
は
「
初
心
を
貫
徹
し
も
と
も
と
の

志
を
遂
げ
る
た
め
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀
経
は
今
回
、
寛
弘
四

年
に
書
写
し
た
が
、
そ
の
目
的
は「
自
分
の
臨
終
に
あ
た
っ
て
心
身
散
乱
せ
ず
、

弥
陀
尊
を
念
じ
て
極
楽
世
界
へ
の
往
生
を
遂
げ
る
た
め
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
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る
。
極
楽
往
生
へ
の
願
い
の
表
現
で
あ
る
。
さ
ら
に
弥
勒
経
も
寛
弘
四
年
に
書

写
し
た
の
だ
が
、「
慈
尊
出
世
」
の
時
、
す
な
わ
ち
五
十
六
億
七
千
万
年
後
の

弥
勒
出
世
の
時
に
極
楽
世
界
か
ら
自
分
が
そ
の
場
に
往
っ
て
弥
勒
に
会
い
、
法

華
会
を
聴
聞
し
、
こ
こ
金
峯
山
に
埋
め
た
自
ら
の
経
巻
が
自
然
に
「
涌
出
」
し

て
そ
の
場
に
参
集
し
た
衆
生
を
随
喜
さ
せ
た
い
、
と
の
願
い
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

後
段
に
は
金
峯
山
参
詣
の
願
意
や
様
々
な
協
力
者
へ
の
謝
辞
な
ど
が
美
文
で

綴
ら
れ
、
釋
迦
と
蔵
王
権
現
へ
の
祈
念
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
文
章
は
経
筒
に
刻
ま
れ
た
銘
文
と
し
て
は
最
も
長
文
で
あ
る
。
経
巻
埋

納
の
趣
旨
を
願
文
の
形
で
述
べ
た
も
の
と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
と
と
も
に

『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
四
年
八
月
十
一
日
の
山
上
祭
儀
の
記
述
と
も
一
致
し
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
日
本
史
資
料
の
な
か
で
も
最
も
重
要
な
経
筒
と
い
え
る
。

願
文
の
文
体
は
極
め
て
高
尚
で
あ
り
、
道
長
自
身
の
文
章
と
い
う
よ
り
は
文
章

博
士
の
大
江
匡
衡
と
記
載
内
容
を
打
合
せ
た
う
え
で
彼
に
作
文
さ
せ
た
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

寛
弘
四
年
に
行
わ
れ
た
藤
原
道
長
の
金
峯
山
参
詣
埋
経
は
の
ち
に
日
本
各
地

で
盛
ん
と
な
る
経
塚
造
営
の
最
古
の
確
実
な
例
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
る
。
道
長
の
成
功
例
（
翌
寛
弘
五
年
に
敦
成
親
王
が
誕
生
し
、
道
長
家
の
繁

栄
が
約
束
さ
れ
た
）
は
藤
原
摂
関
家
の
後
裔
、
た
と
え
ば
曾
孫
藤
原
師
通
の
金

峯
山
参
詣
埋
経
（
寛
治
四
年
・
一
○
九
○
年
）
な
ど
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。
経
塚
造
営
は
十
二
世
紀
に
入
る
と
爆
発
的
な
流
行
を
見
せ
た
が
、
そ
の

祖
型
が
こ
の
道
長
の
金
峯
山
埋
経
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
刻
ま
れ
た
文
字
の
こ
と

　

経
筒
の
表
面
に
文
字
を
刻
ん
だ
の
は
金
属
工
房
の
職
人
の
伴
延
助
あ
る
い
は

そ
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
文
字
は
工
人
の
字
で
は
な
い
。
誰
か
上
手

な
人
の
筆
に
よ
る
紙
本
の
下
書
き
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
経
筒
の
表
面
に
ぐ
る
り

と
糊
で
貼
り
付
け
、
そ
の
墨
文
字
の
中
心
軸
を
削
る
よ
う
に
鏨
（
た
が
ね
）
で

経
筒
の
表
面
に
刻
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
銅
筒
の
表
面
に

直
接
願
文
を
墨
書
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
曲
面
で
あ
る
銅
筒
に
筆
で
細

い
字
を
直
接
墨
書
す
る
の
は
大
変
で
あ
ろ
う
）。
そ
の
下
書
き
の
文
字
を
誰
が

書
い
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

そ
の
筆
者
が
全
く
無
名
の
書
家
な
ら
ば
問
題
は
少
な
い
が
、
藤
原
行
成
が
書

い
た
可
能
性
が
少
し
で
も
考
え
ら
れ
る
の
な
ら
ば
別
次
元
の
話
で
あ
り
、
お
お

い
に
検
討
に
値
す
る
テ
ー
マ
と
な
る
。

　

経
筒
の
刻
ま
れ
た
文
字
は
鏨
に
よ
り
刻
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
紙
に
墨

で
書
い
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
紙
本
墨
書
の
文
字
は
筆
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
字
画
の
中
に
も
線
の
太
い
細
い
、
描
線
の
強
弱
、
墨
の
濃
淡
が

あ
る
。
一
方
、
経
筒
に
刻
ま
れ
た
文
字
は
鏨
の
幅
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
一
定

幅
の
細
い
線
（
細
か
く
見
れ
ば
列
点
の
集
合
）
で
表
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

も
と
が
墨
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
に
く
い
も
の
だ
。
し
か
し
一
か
所
だ
け

筆
の
太
さ
を
示
す
場
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
文
末
の
「
寛
弘
四
年
八
月
十
一
日
」

の
「
日
」
で
あ
る
。
本
体
側
面
の
願
文
で
こ
こ
だ
け
が
双
鉤
体
す
な
わ
ち
囲
み

字
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
意
味
を
想
像
す
る
と
、
も
と
に
な
る
紙
本
墨
書

の
清
書
の
文
字
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
正
し
く
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
が
末
尾
の

「
日
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
筆
文
字
に
は
幅
が
あ
る
。
伴
延
助
の
工
房
で
最
初
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に
試
し
に
双
鉤
体
で
金
工
職
人
が
刻
ん
だ
字
が
末
尾
の
一
字
だ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
他
の
字
を
そ
う
で
な
く
て
線
文
字
に
し
た
の
も
、
こ
の
「
日
」
を

試
し
て
み
た
結
果
、
す
べ
て
の
字
を
双
鉤
体
で
刻
む
こ
と
の
困
難
さ
が
理
解
さ

れ
た
た
め
線
文
字
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
冒
頭
の
「
南
」
を
双
鉤
体
で

刻
ん
だ
な
ら
ば
、
最
後
ま
で
そ
う
刻
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
）。
す
な
わ
ち
幅

の
あ
る
墨
書
下
書
き
の
墨
線
の
ほ
ぼ
中
心
を
と
お
る
形
に
表
現
す
る
こ
と
に
決

め
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
二
世
紀
の
青
銅
経
筒
に
は
双
鉤
体
の
銘
文
を
も
つ
も
の

が
散
見
さ
れ
る
が
、
文
字
数
は
道
長
の
経
筒
よ
り
も
ず
っ
と
少
な
く
、
字
自
体

も
大
き
い
の
で
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
経
筒
に
直
接
墨
書
し
た
年
号
や
願
主

名
を
経
年
劣
化
で
消
え
な
い
よ
う
に
鏨
で
縁
取
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

道
長
の
経
筒
の
場
合
、
銘
文
を
ほ
ぼ
す
べ
て
「
単
線
で
表
現
し
た
こ
と
」
が

文
字
の
印
象
を
紙
本
墨
書
の
「
書
跡
」
と
は
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
子
細
に

観
察
す
れ
ば
も
と
の
文
字
が
紙
に
墨
と
筆
を
も
っ
て
ス
ピ
ー
ド
と
リ
ズ
ム
感
を

も
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。
金
属
の
表
面
に
コ
ツ
コ
ツ
と

刻
ん
だ
よ
う
な
硬
さ
の
線
で
は
な
く
、
流
れ
る
よ
う
な
筆
使
い
が
鏨
で
刻
ま
れ

て
い
な
が
ら
も
看
取
で
き
る
。
紙
本
の
下
書
き
が
存
在
し
た
は
ず
だ
。

四
、
藤
原
行
成
の
人
物
と
書

　

藤
原
行
成
（
九
七
二
～
一
○
二
七
）
は
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
に
な
ら
ぶ
三

跡
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
和
様
の
書
の
完
成
者
と
さ
れ
て
い
る
。
小
野
道
風
（
八

九
四
～
九
六
六
）
は
行
成
よ
り
二
世
代
前
の
書
家
で
あ
る
。
道
風
は
屏
風
土
代

な
ど
の
名
品
を
残
す
。
行
成
の
生
ま
れ
る
前
の
人
物
だ
が
、
行
成
は
こ
の
小
野

道
風
の
書
を
研
究
し
た
こ
と
は
後
述
す
る
『
権
記
』
に
散
見
さ
れ
る
。
も
う
一

人
の
藤
原
佐
理
（
九
四
四
～
九
九
八
）
は
道
風
と
行
成
の
間
、
十
世
紀
後
半
の

人
で
あ
る
。
そ
の
書
風
は
奔
放
だ
。
行
成
二
十
七
歳
ご
ろ
ま
で
は
生
き
て
い
た

が
、
行
成
自
身
は
佐
理
の
書
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
は
無
い
。
書
風
も
受
け

継
い
で
い
な
い
よ
う
だ
。

　

藤
原
行
成
は
道
長
の
祖
父
藤
原
師
輔
の
長
男
伊
尹
（
太
政
大
臣
）
の
孫
で
あ

る
。
家
系
は
藤
原
北
家
と
し
て
申
し
分
な
い
の
だ
が
、
父
義
孝
が
は
や
く
に
亡

く
な
っ
た
た
め
昇
進
の
点
で
父
の
引
き
立
て
は
望
め
な
か
っ
た
。
残
さ
れ
た
彼

の
日
記
『
権
記
』
や
道
長
の
『
御
堂
関
白
記
』
な
ど
直
接
的
な
記
録
や
歴
史
物

語
の
記
述
か
ら
藤
原
行
成
が
実
直
で
勤
勉
な
能
吏
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

現
代
用
語
に
変
換
す
る
な
ら
ば
「
有
能
な
高
級
官
僚
」
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
条
天
皇
と
左
大
臣
道
長
の
間
で
連
絡
調
停
を
頻
繁
に
し
、
故
実
を
調
べ
て
儀

式
作
法
を
定
め
、
一
日
に
諸
方
を
駆
け
回
っ
て
い
た
こ
と
を
見
る
と
、
現
代
の

公
務
員
も
驚
く
ほ
ど
の
精
勤
ぶ
り
だ
。
優
雅
に
和
歌
を
詠
み
、
宴
会
を
楽
し
ん

で
い
た
平
安
貴
族
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
働
き
ぶ
り
で
あ
る
。
道
長
や
一
条
天
皇

か
ら
も
有
能
実
直
を
買
わ
れ
て
厚
い
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ

て
い
る
。
行
成
は
『
大
鏡
』
や
『
枕
草
子
』
に
も
登
場
し
、
そ
の
人
柄
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

行
成
の
書
風
に
言
及
す
る
に
は
筆
者
は
門
外
漢
な
の
だ
が
、
あ
え
て
述
べ
れ

ば
そ
の
文
字
は
「
ひ
た
す
ら
字
の
上
手
な
人
の
書
」
の
よ
う
に
見
え
る
。
た
と

え
ば
空
海
や
藤
原
佐
理
の
よ
う
な
「
天
才
的
な
芸
術
家
の
書
」
と
対
比
す
る
と

ケ
レ
ン
味
は
少
な
い
。「
秀
才
的
で
あ
り
、
慎
み
深
く
教
養
あ
る
人
の
優
美
な

書
」
だ
と
言
え
よ
う
。
特
徴
は
仮
名
の
影
響
を
受
け
て
右
肩
の
部
分
（
転
接
）

が
丸
い
漢
字
を
書
く
こ
と
、
そ
し
て
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
さ
で
あ
る
。

　

現
在
に
伝
わ
る
藤
原
行
成
の
代
表
作
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
国
宝
「
白

氏
詩
巻
」
と
京
都
本
能
寺
所
蔵
の
国
宝
「
本
能
寺
切
」（

（
（

（
図
版
2
）
で
あ
ろ
う
。

　

筆
跡
を
特
定
個
人
の
筆
跡
だ
と
判
断
す
る
に
は
徹
底
的
な
比
較
が
欠
か
せ
な
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い
と
考
え
る
。
一
見
良
く
似
た
文
字
も
あ
れ
ば
似
て
い
な
い
文
字
も
あ
る
。
似

て
い
る
方
だ
け
を
取
り
上
げ
て
強
調
す
れ
ば
同
一
人
物
に
な
り
そ
う
で
あ
る

し
、
異
な
る
傾
向
の
文
字
を
取
り
出
し
て
示
せ
ば
別
人
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

し
か
し
一
人
の
個
人
の
な
か
で
も
同
じ
文
字
の
形
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
は
ま

た
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
筆
跡
鑑
定
の
難
し
さ
は
そ
こ
に
あ
る
。
文
字
か
ら
筆

者
を
特
定
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
容
易
に
想
像
で
き
る（

（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
躊
躇
し
て
い
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
の
で
、
具
体
的
な
文
字
の

比
較
対
照
を
お
こ
な
っ
て
み
た
い
。
筆
跡
の
異
同
判
定
の
大
敵
は
「
先
入
観
」

で
あ
る
。
無
心
で
物
を
見
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
こ
と
か
。

五
、
経
筒
銘
と
『
本
能
寺
切
』
の
文
字
の
比
較

　

ま
ず
は
経
筒
の
文
字
と
行
成
の
書
の
文
字
を
一
文
字
ず
つ
比
較
し
て
み
よ
う

（
挿
図
3
）。
白
抜
の
文
字
は
道
長
経
筒
の
拓
本
（
右
列
）。
黒
い
文
字
は
本
能
寺

切
の
紙
本
墨
書
の
文
字
で
あ
る
（
左
列
）。
本
能
寺
切
の
行
数
は
本
体
の
冒
頭

か
ら
。
見
や
す
い
よ
う
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

道
長
経
筒
か
ら
は
第
十
九
行
第
十
六
字
目
の
「
飲
」。

　

本
能
寺
切
か
ら
は
第
十
八
行
第
九
字
目
の　

「

」。

　

挿
図
３
①
。
偏
は
同
じ
だ
が
旁
の
異
な
る
二
文
字
を
わ
ざ
わ
ざ
選
ん
だ
。
差

異
よ
り
も
共
通
性
を
認
識
し
や
す
い
組
み
合
わ
せ
で
あ
ろ
う
。
偏
の
「
食
」
の

バ
ラ
ン
ス
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。も
っ
と
も
似
て
い
る
の
は
旁
の「
欠
」と「
余
」

の
一
画
目
の
左
払
い
の
入
る
位
置
と
角
度
で
あ
る
。
異
な
る
文
字
で
あ
り
な
が

ら
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
筆
者
が
異
な
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
共
通
性
が
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

挿
図
3
②
も
ま
た
異
な
る
漢
字
で
あ
る
。

　

道
長
経
筒
か
ら
は
第
二
十
二
行
第
二
十
一
字
目
の
「
見
」。

　

本
能
寺
切
か
ら
は
第
十
八
行
第
十
二
字
目
の　
　

「
光
」。

　

字
画
の
下
半
部
を
比
べ
る
と
「
ノ
」
と
「
乙
」
の
形
と
バ

ラ
ン
ス
が
一
致
し
て
い
る
。
違
う
文
字
だ
か
ら
こ
そ
共
通
性

が
際
立
つ
。
純
粋
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

挿
図
3
③
も
見
て
み
よ
う
。

　

道
長
経
筒
か
ら
は
第
二
十
行
第
十
一
字
目
の
「
人
」。

挿図 3 　文字の比較（ 1 ）

①

③

②

④

⑤
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本
能
寺
切
か
ら
は
第
十
八
行
第
十
三
字
目
の
「
入
」。

　

こ
の
二
画
の
漢
字
は
も
ち
ろ
ん
違
う
文
字
な
の
だ
が
、
右
払
い
と
左
払
い
の

角
度
と
曲
率
が
よ
く
似
て
い
る
。
無
碍
に
違
う
人
物
の
文
字
だ
と
は
言
え
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　

挿
図
3
④
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　

道
長
経
筒
か
ら
は
第
二
十
二
行
第
二
十
字
目
の
「
皆
」。

　

本
能
寺
切
か
ら
は
第
十
八
行
七
字
目
の　
　
　

「
階
」。

　

こ
れ
は
阜
偏
の
有
無
の
差
で
あ
る
が
、「
皆
」
の
上
側
の
「
比
」
の
バ
ラ
ン

ス
が
酷
似
し
て
い
る
。
下
の
「
日
」
の
形
も
似
て
い
る
。

　

挿
図
3
⑤
は
同
一
の
文
字
で
あ
る
。

　

道
長
経
筒
か
ら
は
第
二
十
二
行
第
五
字
目
の
「
神
」。

　

本
能
寺
切
か
ら
は
第
十
八
行
第
四
字
目
の　

「
神
」。

挿図 4 　文字の比較（ 2 ）
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同
じ
漢
字
で
あ
る
と
共
通
性
よ
り
も
微
妙
な
差
異
に
目
が
と
ら
わ
れ
が
ち
で

あ
る
。
し
か
し
「
神
」
と
い
う
文
字
の
旁
の
「
申
」
と
い
う
部
分
の
「
日
」
の

バ
ラ
ン
ス
と
そ
れ
を
貫
く
伸
び
や
か
な
縦
線
の
も
つ
雰
囲
気
が
共
通
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
特
に
申
の
二
画
目
の
右
か
ら
下
へ
曲
が
る
転
接
部
の
丸
み
が
一

致
し
て
い
る
（
④
の
皆
の
「
日
」
の
字
画
の
転
接
も
同
じ
形
）。
ま
た
示
偏
の

バ
ラ
ン
ス
も
近
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
示
偏
と
旁
の
「
申
」
の
位
置
関
係
も
経

筒
と
本
能
寺
切
で
酷
似
し
て
い
る
。

　

挿
図
4
は
同
じ
文
字
を
選
ん
で
両
者
を
並
べ
て
示
し
た
。
文
字
の
サ
イ
ズ
は

や
や
縮
小
し
て
い
る
。
よ
く
よ
く
見
比
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。
上
か
ら
順
番
に

「
南
・
山
・
峯
・
其
・
朝
・
望
・
香
・
供
養
・
成
・
事
・
也
・
心
・
者
・
於
・

洛
」
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
自
分
の
名
前
の
一
部
で
あ
る
「
成
」
な
ど
が
注
意

さ
れ
る
。

　

筆
者
の
所
見
は
経
筒
の
文
字
と
本
能
寺
切
の
文
字
と
は
明
確
な
相
似
点
が
数

多
い
と
い
う
こ
と
だ
。
左
か
ら
右
に
伸
ば
す
横
線
が
わ
ず
か
に
右
上
が
り
な
の

だ
が
、
そ
の
傾
斜
角
度
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
一
方
で
明
確
に

異
な
る
要
素
、
個
人
の
書
体
の
変
動
の
範
囲
外
の
特
徴
は
見
つ
け
づ
ら
い
。
す

な
わ
ち
両
者
は
同
一
人
物
の
筆
に
よ
る
も
の
、
い
い
か
え
れ
ば
経
筒
の
文
字
の

下
書
き
は
藤
原
行
成
の
手
に
な
る
も
の
だ
と
の
判
断
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
筆
跡
の
異
同
を
時
代
の
様
式
と
個
人
の
特
徴
と
を
区
別
で
き
る
の
か

と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
だ
ろ
う
。
十
一
世
紀
初
頭
に
書
か
れ
た
文
字
な
ら
ば
宮

廷
の
周
辺
で
は
少
な
か
ら
ず
藤
原
行
成
風
の
文
字
が
流
行
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
時
代
の
も
つ
様
式
的
文
字
な
の
か
、
藤
原
行
成
自

身
の
筆
跡
か
と
い
う
区
別
を
ど
う
つ
け
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
当
然
で

あ
る
。
し
か
し
挿
図
3
の
①
に
示
し
た
経
筒
の
「
飲
」
と
本
能
寺
切
の
「

」

を
再
度
見
比
べ
て
も
ら
え
れ
ば
、「
似
た
よ
う
な
文
字
」
で
は
な
く
、「
同
一
筆

者
の
文
字
」
だ
と
は
見
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
結
論
は
急
ぐ
ま
い
。

　

次
に
書
風
で
は
な
く
、歴
史
記
録
か
ら
行
成
の
字
か
否
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
は
藤
原
道
長
の
『
御
堂
関
白
記
』、
次
に
藤
原
行
成
の
『
権
記
』
の
記

載
を
見
て
み
よ
う（

（
（

。

六
、『
御
堂
関
白
記
』
に
見
え
る
清
書

　

道
長
の
日
記
『
御
堂
関
白
記
』
の
寛
弘
四
年
あ
た
り
に
は
こ
の
経
筒
願
文
を

藤
原
行
成
に
依
頼
し
た
と
い
う
内
容
の
文
章
は
出
て
こ
な
い（

（1
（

。
し
か
し
残
さ
れ

た
御
堂
関
白
記
を
通
読
す
れ
ば
、
道
長
は
行
成
に
様
々
な
仕
事
を
依
頼
し
て
い

る
が
、
そ
の
主
要
な
部
分
が
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
に
御
堂
関
白

記
の
中
の
行
成
へ
の
清
書
依
頼
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

（
イ
）
寛
弘
元
年
三
月
二
十
五
日　

源
倫
子
、
大
般
若
経
供
養

「
願
文
は
早
朝
（
大
江
）
以
言
が
持
っ
て
き
た
。
す
ぐ
に
右
大
弁
（
藤
原
行
成
）
の
許

に
送
っ
た
。
右
大
弁
は
清
書
し
て
持
っ
て
き
た
。」

（
ロ
）
寛
弘
元
年
五
月
十
九
日　

故
三
条
院
の
た
め
の
法
華
八
講
始

「（
大
江
）
以
言
が
願
文
の
草
案
を
持
っ
て
来
た
。
禄
物
を
下
賜
し
た
。
す
ぐ
に
右
大
弁

（
行
成
）
の
許
へ
送
っ
た
と
こ
ろ
、
清
書
し
て
持
っ
て
来
た
。」

（
ハ
）
寛
弘
元
年
六
月
四
日　

藤
原
行
成
の
手
本

「
右
大
弁
（
行
成
）
の
許
に
紙
を
送
り
、
手
本
を
書
か
せ
た
。（
長
男
）
頼
通
の
た
め
で

あ
る
。」
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（
ニ
）
寛
弘
元
年
九
月
九
日　

新
楽
府

「
右
大
弁
（
行
成
）
が
『
新
楽
府
』
上
巻
を
新
た
に
書
い
て
持
っ
て
来
た
」

（
ホ
）
寛
弘
元
年
九
月
十
五
日　

新
楽
府

「
右
大
弁
（
行
成
）
が
『
新
楽
府
』
の
下
巻
を
持
っ
て
来
た
。」

（
ヘ
）
寛
弘
元
年
十
月
十
八
日　

仮
名
本

「
右
大
弁
（
行
成
）
に
仮
名
本
七
巻
〈
そ
の
内
（
小
野
）
道
風
の
手
跡
が
二
巻
で
あ
っ
た
〉

を
貸
し
た
。」

（
ト
）
寛
弘
二
年
正
月
八
日　

御
斎
会

「
右
大
弁
（
行
成
）
の
許
か
ら
手
跡
一
巻
が
届
い
た
。
こ
れ
は
先
日
、
続
紙
二
巻
を
遣

わ
し
た
も
の
の
内
で
あ
る
。」

（
チ
）
寛
弘
二
年
八
月
二
十
五
日　

浄
妙
寺
鐘
銘

「（
大
江
）
匡
衡
朝
臣
が
、
浄
妙
寺
の
鐘
銘
を
持
っ
て
来
た
。
左
大
弁
（
行
成
）
に
渡
し

て
、
清
書
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。」

（
リ
）
寛
弘
二
年
十
月
十
九
日　

浄
妙
寺
三
昧
堂
供
養

「
式
部
権
大
輔（
大
江
匡
衡
）が
願
文
を
持
っ
て
来
た
。
禄
物
を
下
賜
し
た
。
左
大
弁（
行

成
）
が
願
文
と
呪
願
文
を
清
書
し
た
。」

　

★　

寛
弘
四
年
八
月
二
日
～
十
四
日　

道
長
金
峯
山
参
詣

（
ヌ
）
寛
弘
四
年
十
月
一
日　

土
御
門
第
仏
経
供
養

「
願
文
は
（
大
江
）
匡
衡
朝
臣
が
作
っ
た
。
禄
物
を
下
賜
し
た
。
左
大
弁
（
行
成
）
が

こ
れ
を
清
書
し
た
。」

（
ル
）
寛
弘
四
年
十
二
月
十
日　

法
性
寺
寺
額
を
揮
毫

「
法
性
寺
に
は
、
未
だ
寺
額
を
懸
け
て
い
な
い
。
僧
都
（
院
源
）
が
（
自
分
に
）
揮
毫

す
る
よ
う
に
依
頼
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
書
い
て
届
け
た
。
私
は
元
々
、
能
書
で
は

な
い
。
度
々
、
自
分
に
は
無
理
で
あ
る
と
伝
え
た
の
で
あ
る
が
、
云
う
と
こ
ろ
の
功
徳

に
よ
っ
て
、
敢
え
て
こ
れ
を
書
い
た
。
午
剋
に
、
こ
の
寺
額
を
南
門
に
懸
け
た
。
西
門

の
寺
額
は
左
大
弁
（
行
成
）
が
書
い
た
。」

（
ヲ
）
寛
弘
五
年
十
二
月
二
十
日　

敦
成
親
王
百
日
の
儀

「（
一
条
）
天
皇
の
御
膳
を
供
し
た
後
に
、
数
献
の
宴
飲
が
あ
っ
た
。
後
に
公
卿
が
和
歌

を
奉
仕
し
た
。
左
衛
門
督
（
藤
原
公
任
）
が
、
皆
に
盃
を
勧
め
て
和
歌
を
詠
ま
せ
た
。

左
大
弁（
行
成
）が
、筆
を
取
っ
て
和
歌
の
序
題
を
書
こ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、帥（
藤

原
伊
周
）
が
左
大
弁
か
ら
筆
を
と
り
あ
げ
て
序
題
を
書
い
た
。
人
々
は
、
互
い
に
不
審

に
思
っ
た
。」

（
ワ
）
寛
弘
六
年
十
一
月
十
五
日　

中
宮
御
在
所
淵
酔

「（
自
分
が
）
和
歌
を
詠
ん
だ
。
侍
従
中
納
言
（
行
成
）
が
、
そ
れ
を
書
い
た
。」

（
カ
）
寛
弘
六
年
十
二
月
四
日　

皇
子
敦
良
九
夜
の
産
養

「
皇
太
后
宮
大
夫
（
藤
原
公
任
）
が
盃
を
取
っ
て
、
若
宮
（
敦
良
親
王
）
を
寿
ぐ
和
歌

を
詠
み
、
諸
卿
に
盃
を
廻
ら
せ
て
和
歌
を
詠
ま
せ
た
。
侍
従
中
納
言
（
行
成
）
が
、
そ

の
和
歌
を
書
い
た
。」
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（
ヨ
）
寛
弘
七
年
八
月
二
十
八
日　

除
目

「
未
剋
に
除
目
の
儀
を
始
め
た
。
亥
四
剋
に
儀
が
終
わ
っ
た
。
天
皇
の
御
前
を
退
下
し

た
。
侍
従
中
納
言
（
行
成
）
が
、
清
書
を
勤
め
た
。」

（
タ
）
長
和
元
年
五
月
二
十
七
日　

故
一
条
院
御
法
事

「
兵
部
卿
（
藤
原
忠
輔
）
が
御
願
文
を
持
っ
て
来
て
、
侍
従
中
納
言
（
行
成
）
が
清
書

し
た
。」

（
レ
）
長
和
四
年
七
月
十
五
日　

入
宋
僧
念
求
に
書
状
を
託
す

「（
念
求
に
託
し
た
品
々
の
目
録
に
つ
い
て
）
私
（
道
長
）
の
書
状
の
文
は
、
侍
従
中
納

言
（
行
成
）
が
書
い
た
。」

（
ソ
）
長
和
四
年
十
月
二
日　

五
尺
屏
風

「
新
た
に
作
っ
た
五
尺
の
屏
風
八
帖
を
、
侍
従
中
納
言
（
行
成
）
の
許
に
送
っ
た
。
色

紙
形
を
書
か
せ
る
た
め
で
あ
る
。
侍
従
中
納
言
に
黄
牛
一
頭
を
贈
っ
た
。」

（
ツ
）
長
和
四
年
十
月
二
十
三
日　

皇
太
后
宮
屏
風
和
歌

「「
中
宮
大
夫
（
藤
原
道
綱
）・
春
日
大
夫
・
大
皇
太
后
宮
大
夫
（
藤
原
公
任
）・
権
大
納

言
（
藤
原
頼
通
）・
権
中
納
言
（
藤
原
頼
宗
）・
新
中
納
言
（
源
経
房
）・
三
位
中
将
（
藤

原
能
信
）
が
、
皇
太
后
宮
に
参
っ
た
。
屏
風
の
あ
ち
こ
ち
に
和
歌
を
書
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。「
侍
従
中
納
言
（
行
成
）
が
、
こ
れ
ら
の
和
歌
を
書
い
た
」

と
い
う
こ
と
だ
。」

七
、『
権
記
』
に
み
る
行
成
の
書

　

一
方
、
藤
原
行
成
も
詳
細
な
日
記
を
書
い
て
い
る
。
原
本
は
残
ら
な
い
が
後

世
に
記
録
さ
れ
か
な
り
の
分
量
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
行
成
の
日
記
の
中
か
ら

書
に
か
か
わ
る
記
載
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
。
藤
原
行
成
が
蔵
人
頭
と
な
っ
た
長

徳
元
年
（
行
成
二
十
四
歳
）
か
ら
権
大
納
言
で
あ
っ
た
万
寿
元
年
（
行
成
五
十

三
歳
）
ま
で
の
日
記
か
ら
で
あ
る
。

（
あ
）
長
徳
元
年
九
月
二
十
八
日　

小
除
目

「
先
ず
右
大
臣
（
道
長
）
が
天
皇
の
御
所
に
参
上
し
、
紙
と
墨
を
召
し
て
、
小
除
目
が

行
わ
れ
た
。
子
四
剋
に
小
除
目
が
終
わ
っ
た
。
大
臣
は
退
下
し
た
。（
蔵
人
頭
で
あ
る

自
分
が
）
清
書
し
た
後
、
直
物
を
添
え
て
、
こ
れ
を
奏
上
し
た
。」

（
い
）
長
保
元
年
八
月
二
十
六
日　

不
動
尊
像
に
識
語
を
書
く

「
国
平
朝
臣
が
来
た
。
広
貴
に
不
動
尊
像
を
描
か
せ
、
私
は
そ
の
由
緒
を
尊
像
の
下
に

書
い
た
。」

（
う
）
長
保
元
年
十
月
三
十
日　

彰
子
入
内
の
為
の
屏
風
色
紙
形
を
書
く

「
倭
絵
四
尺
屏
風
の
色
紙
形
を
書
い
た
〈
故
（
飛
鳥
部
）
常
則
の
絵
で
あ
る
。
和
歌
は
、

現
在
の
左
丞
相
（
道
長
）
以
下
が
詠
ん
だ
。〉」

（
え
）
長
保
元
年
十
一
月
十
一
日　

屏
風
色
紙
形
を
書
く

「
今
日
、『
唱
和
集
』
の
屏
風
の
色
紙
形
を
書
き
終
わ
っ
た
。」
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（
お
）
長
保
二
年
二
月
三
日　

詩
草
等
を
拝
借

「
帥
宮
（
敦
道
親
王
）
の
許
に
参
っ
て
、
天
暦
（
村
上
天
皇
）
御
製
の
詩
草
一
巻
を
借

り
奉
っ
た
。
ま
た
（
小
野
）
道
風
の
飛
白
体
の
書
一
巻
を
貸
し
て
も
ら
っ
た
。」

（
か
）
長
保
二
年
二
月
二
十
三
日　

障
子
色
紙
形
を
書
く

「
召
し
に
よ
っ
て
左
府
の
許
（
土
御
門
第
）
に
参
っ
た
。
寝
殿
の
障
子
の
色
紙
形
の
本

文
を
書
い
た
。」

（
き
）
長
保
二
年
三
月
十
六
日　

手
跡
を
天
皇
に
献
上

「
内
裏
に
参
っ
た
。
手
跡
を
献
上
し
た
。
天
皇
の
仰
せ
に
よ
っ
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。」

（
く
）
長
保
二
年
七
月
十
六
日　

殿
舎
の
門
額
を
書
く

「
今
日
か
ら
殿
舎
の
門
額
を
書
き
始
め
た
。
こ
の
こ
と
は
堪
え
ら
れ
な
い
う
え
に
、
憚

る
と
こ
ろ
も
有
っ
た
の
で
、
去
月
十
六
日
以
来
、
そ
の
こ
と
を
奏
上
さ
せ
た
。
す
で
に

天
皇
の
恩
許
は
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
無
理
に
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」

（
け
）
長
保
二
年
八
月
二
十
五
日　

道
長
の
命
で
和
歌
を
書
く

「
命
に
よ
っ
て
、
葉
子
六
帖
に
和
歌
を
書
い
た
（
葉
子
に
古
歌
の
意
を
画
く
。
そ
こ
で

そ
の
歌
を
書
い
た
。）」

（
こ
）
長
保
二
年
十
一
月
二
十
五
日　

色
紙
形
を
書
く

「
黄
昏
に
及
ん
で
、
六
条
宮
（
具
平
親
王
）
の
許
に
参
っ
た
。
御
仏
像
の
色
紙
形
を
書

き
奉
っ
た
。」

（
た
）
長
保
二
年
十
二
月
十
一
日　

法
華
経
外
題
を
書
く

「
法
華
経
一
部
の
外
題
を
書
い
て
、（
源
）
致
道
朝
臣
の
母
の
七
々
日
の
法
事
に
□
□
。」

（
ち
）
長
保
三
年
正
月
九
日　

屏
風
色
紙
形
を
書
く

「
朝
、
左
府
（
道
長
）
の
許
か
ら
、（
橘
）
為
義
朝
臣
を
使
と
し
て
、
四
尺
屏
風
四
帖
を

賜
っ
た
。
す
ぐ
に
色
紙
形
を
書
い
て
、
奉
っ
た
。」

（
つ
）
長
保
三
年
四
月
二
十
二
日　

法
華
経
外
題
を
書
く

「
法
華
経
一
部
の
外
題
を
書
き
奉
っ
た
。」

（
て
）
長
保
三
年
十
月
八
日　

御
屏
風
和
歌
を
書
く

「
弘
徽
殿
の
東
廂
に
お
い
て
、
御
屏
風
四
帖
の
和
歌
十
二
首
を
書
い
た
。」

（
と
）
長
保
四
年
正
月
十
八
日　

経
の
外
題
を
書
く

「（
源
）
済
政
朝
臣
が
伝
え
送
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
華
経
八
巻
・
開
結
経
・
阿
弥
陀

経
・
般
若
心
経
の
外
題
を
書
き
奉
っ
た
。〈
鈍
色
の
紙
、
白
銀
の
字
で
あ
る
。
外
題
は

黄
金
の
字
で
あ
る
。〉」

（
な
）
長
保
四
年
二
月
十
日　

東
三
条
院
法
事
の
経
外
題
を
書
く

「
院
に
参
っ
た
。
明
日
の
御
法
事
の
為
の
御
経
の
外
題
を
書
き
奉
っ
て
、
弁
命
婦
に
渡

し
た
。」

（
に
）
長
保
四
年
二
月
十
四
日　

経
の
外
題
を
書
く

「
法
華
経
一
部
・
開
結
経
・
阿
弥
陀
経
・
転
女
成
仏
経
・
大
般
若
経
の
外
題
を
書
き

奉
っ
た
。
こ
れ
ら
の
経
は
、
如
源
阿
闍
利
が
母
氏
の
御
為
に
、
今
月
、
供
養
し
奉
る
も

の
で
あ
る
。」
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（
ぬ
）
長
保
四
年
二
月
三
十
日　

除
目
清
書

「
内
裏
に
参
っ
た
。
除
目
の
議
が
終
わ
っ
た
。（
中
略
）
私
が
清
書
を
勤
め
た
。」

（
ね
）
長
保
四
年
三
月
四
日　

金
光
経
の
外
題
を
書
く

「
左
府
の
許
に
参
っ
た
。
今
日
、
供
養
さ
れ
る
金
光
明
経
の
外
題
を
書
き
奉
っ
た
。」

（
の
）
長
保
四
年
四
月
三
日　

外
題
を
書
く

「
花
山
院
の
許
に
参
っ
た
。（
中
略
）
法
華
経
・
開
結
経
・
転
女
成
仏
経
が
供
養
さ
れ
た
。

（
中
略
）
こ
の
御
経
は
、
今
朝
、
蔵
人
（
橘
）
為
経
を
遣
わ
し
て
下
給
さ
れ
た
。
そ
こ

で
外
題
を
書
き
奉
っ
た
。
経
供
養
が
終
わ
っ
て
、
家
に
帰
っ
た
。」

（
は
）
長
保
四
年
四
月
二
十
四
日　

法
華
経
外
題
を
書
く

「
鈍
色
の
紙
の
法
華
経
一
部
の
外
題
を
書
い
た
。
金
泥
で
あ
る
。」

（
ひ
）
長
保
四
年
四
月
二
十
五
日　

法
華
経
外
題
を
書
く

「
皇
太
后
宮
が
今
日
、
供
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
法
華
経
一
部
の
外
題
を
書
い

た
。」

（
ふ
）
長
保
四
年
五
月
七
日　

経
の
外
題
を
書
く

「
内
裏
に
参
っ
た
。
殿
上
に
お
い
て
、
金
光
最
勝
王
経
十
部
・
般
若
心
経
一
部
の
外
題

を
書
き
奉
っ
た
。」

（
へ
）
長
保
四
年
七
月
三
日　

法
事
の
経
の
外
題
を
書
く

「
頭
中
将
の
亡
室
の
法
事
の
経
の
外
題
を
書
い
た
。」

（
ほ
）
長
保
四
年
七
月
八
日　

法
華
経
の
外
題
を
書
く

「
法
華
経
一
部
の
外
題
を
書
い
た
。」

（
ま
）
長
保
四
年
八
月
一
日　

法
事
の
願
文
を
書
く

「
故
弾
正
宮
（
為
尊
親
王
）
の
御
法
事
が
行
わ
れ
た
。（
中
略
）
願
文
は
式
部
大
輔
（
菅

原
輔
正
）
が
作
っ
た
。
私
は
自
ら
こ
れ
を
書
い
た
。」

（
み
）
長
保
四
年
八
月
十
八
日　

性
空
像
の
画
賛
を
命
じ
ら
れ
る

「
花
山
院
か
ら
召
し
が
有
っ
て
参
入
し
た
。
勅
が
有
っ
て
云
っ
た
こ
と
に
は
「
書
写
（
性

空
）
の
聖
影
像
を
（
巨
勢
）
広
貴
に
画
か
せ
た
。
近
頃
、
中
書
大
王
（
具
平
親
王
）
に

頼
ん
で
、
い
さ
さ
か
の
画
賛
を
記
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
を
清
書
す
る
よ
う
に
」
と
い

う
こ
と
だ
。
仰
せ
を
承
っ
て
退
出
し
た
。」

（
む
）
長
保
四
年
九
月
二
十
四
日　

除
目
の
清
書

「
除
目
が
終
わ
っ
て
、
清
書
を
行
っ
た
。」

（
め
）
長
保
四
年
九
月
二
十
九
日　

法
華
御
八
講
の
経
を
書
写

「（
源
）
忠
隆
は
、
御
八
講
の
経
を
奉
仕
す
る
よ
う
に
と
い
う
仰
せ
を
賜
っ
た
。
第
三
・

第
六
巻
で
あ
る
。金
泥
二
両
を
加
え
て
賜
っ
た
。帰
宅
し
た
。［
第
一
・
第
八
巻
は
御（
一

条
天
皇
）、
第
二
・
第
五
巻
は
中
務
宮
、
第
三
・
第
六
巻
は
下
官
（
行
成
）、
第
四
・
第

七
巻
は
左
大
臣
］」

（
も
）
長
保
四
年
十
月
三
日　

法
華
経
を
書
写

「
法
華
経
第
三
巻
を
書
き
奉
っ
た
。
金
字
で
あ
る
。
御
八
講
の
為
の
も
の
で
あ
る
。」
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（
や
）
長
保
四
年
十
二
月
二
十
一
日　

経
の
外
題
な
ど
を
書
く

「
慈
徳
寺
に
参
っ
た
。
故
院
（
東
三
条
院
）
の
御
周
忌
の
恩
斎
会
が
行
な
わ
れ
た
。（
中

略
）
私
は
御
経
の
外
題
及
び
御
仏
・
経
の
目
録
を
書
い
た
。」

（
ゆ
）
長
保
五
年
七
月
三
日　

内
裏
殿
門
の
額
を
書
く

「
今
日
、
初
め
て
内
裏
の
額
を
書
い
た
。
先
ず
紫
宸
殿
、
次
に
承
明
門
で
あ
る
。」

（
よ
）
長
保
五
年
十
月
十
四
日　

経
の
願
文
を
書
く

「
左
府
の
許
に
参
っ
た
。
明
日
、
供
養
さ
れ
る
維
摩
無
垢
称
経
の
願
文
を
書
い
た
。
文

は
（
藤
原
）
広
業
朝
臣
が
作
っ
た
。」

（
ら
）
長
保
五
年
十
一
月
二
十
五
日　

夢
に
小
野
道
風
に
逢
う

「
こ
の
夜
の
夢
に
、
野（
小
野
）道
風
に
逢
っ
た
。
お
っ
し
ゃ
っ
て
云
っ
た
こ
と
に
は「
書

法
を
授
け
よ
う
」
と
。
雑
事
を
言
談
し
た
。」

（
り
）
長
保
五
年
十
二
月
六
日　

座
右
の
銘
を
書
く

「
内
裏
に
参
っ
た
。
朝
餉
の
間
に
お
い
て
、
御
障
子
の
座
右
の
銘
を
書
い
た
。」

（
る
）
寛
弘
元
年
正
月
二
十
六
日　

屏
風
色
紙
形
を
書
く

「
心
神
が
悩
ん
だ
と
は
い
っ
て
も
、左
府
の
召
し
に
よ
っ
て
参
っ
た
。
明
日
、女
一
宮（
脩

子
内
親
王
）
の
御
対
面
の
為
の
四
尺
屏
風
の
色
紙
形
に
和
歌
を
書
い
た
。」

（
れ
）
寛
弘
元
年
三
月
二
十
五
日　

源
倫
子
、
経
供
養

「
左
大
殿
（
道
長
）
か
ら
、
北
方
（
源
倫
子
）
が
今
日
、
仁
和
寺
に
お
い
て
供
養
さ
れ

る
両
部
曼
荼
羅
各
一
舗
と
大
般
若
経
一
部
の
願
文
を
下
さ
れ
た
。
す
ぐ
に
書
い
て
送
り

奉
っ
た
。」

（
ろ
）
寛
弘
元
年
四
月
二
十
六
日　

障
子
色
紙
形
を
書
く

「
左
府
の
許
に
参
っ
た
。
対
代
の
障
子
の
色
紙
形
を
書
い
た
。」

（
わ
）
寛
弘
元
年
八
月
二
十
九
日　

除
目
清
書

「
除
目
の
議
が
終
わ
っ
た
。（
中
略
）
清
書
の
上
卿
は
、
源
大
納
言
（
俊
賢
）、
勘
解
（
有

国
）、
及
び
私
で
あ
っ
た
。」

（
ん
）
寛
弘
元
年
九
月
二
十
六
日　

御
障
子
の
色
紙
形
を
書
く

「
清
涼
殿
の
御
障
子
の
色
紙
形
を
書
い
た
。」

（
Ａ
）
寛
弘
元
年
九
月
二
十
七
日　

法
華
経
外
題
を
書
く

「
修
理
大
夫
（
平
親
信
）
の
算
賀
の
為
に
、
法
華
経
六
部
の
外
題
を
書
く
。」

（
Ｂ
）
寛
弘
元
年
十
一
月
五
日　

御
障
子
の
色
紙
形
を
書
く

「
今
朝
、
清
涼
殿
東
廂
の
御
障
子
の
色
紙
形
を
書
い
た
。」

（
Ｃ
）
寛
弘
元
年
十
二
月
十
一
日　

寺
額
を
書
く

「
皮
聖
（
行
円
）
の
寺
の
額
に
「
行
願
寺
」
と
書
い
た
。」

（
Ｄ
）
寛
弘
二
年
八
月
十
四
日　

経
の
外
題
を
書
く

「
仰
せ
に
よ
っ
て
、
最
勝
王
経
の
外
題
を
書
き
奉
っ
た
。」

（
Ｅ
）
寛
弘
二
年
九
月
十
七
日　
『
往
生
要
集
』
を
奉
る
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「
左
府
の
許
に
参
っ
た
。『
往
生
要
集
』
を
返
し
奉
っ
た
。
新
写
し
た
私
の
自
筆
を
召
さ

れ
た
。
そ
こ
で
奉
っ
た
。
原
本
の
『
要
集
』
を
賜
っ
た
。」

（
Ｆ
）
寛
弘
二
年
九
月
二
十
日　

浄
妙
寺
鐘
銘
を
書
く
・
御
願
書
を
書
く

「
左
府
の
許
に
参
っ
た
。
木
幡
寺［
浄
妙
寺
］の
鐘
銘
を
奉
っ
た
。
内
裏
に
参
っ
た
。（
中

略
）
御
前
に
参
っ
た
。
仰
せ
に
よ
っ
て
、
御
願
書
を
書
い
て
献
上
し
た
。」

（
Ｇ
）
寛
弘
二
年
九
月
二
十
六
日　

浄
妙
寺
鐘
銘
の
追
加

「（
藤
原
）
貞
仲
朝
臣
が
来
て
、
鐘
銘
を
二
行
、
彫
り
損
じ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
す
ぐ
に

こ
れ
を
書
い
た
。」

（
Ｈ
）
寛
弘
二
年
十
月
十
八
日　

浄
妙
寺
の
額
を
書
く

「
左
府
の
命
に
よ
っ
て
、
浄
妙
寺
の
額
二
枚
を
書
い
た
［
南
は
真
名
、
西
は
草
書
］。」

（
Ｉ
）
寛
弘
二
年
十
月
十
九
日　

浄
妙
寺
三
昧
堂
供
養
の
日
に
呪
願
文
を
書
く

「
日
の
出
の
頃
、
浄
妙
寺
に
参
っ
た
。
呪
願
文
を
書
い
た
。」

（
Ｊ
）
寛
弘
二
年
十
月
二
十
日　

大
般
若
経
の
外
題
を
書
く

「
内
裏
に
参
っ
た
。
大
般
若
経
の
外
題
を
書
き
奉
っ
た
。
綸
命
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。」

（
Ｋ
）
寛
弘
三
年
四
月
二
十
三
日　

仁
王
経
を
書
写

「
右
小
弁
（
藤
原
広
業
）
が
勅
命
に
よ
っ
て
来
た
。
紺
紙
二
巻
を
賜
与
さ
れ
た
。
仁
王

経
一
部
を
書
写
せ
よ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
す
ぐ
に
今
日
か
ら
始
め
て
書
き
奉
っ
た
。」

（
Ｌ
）
寛
弘
三
年
十
二
月
十
六
日　

除
目
清
書

「
除
目
が
終
わ
っ
た
。
清
書
は
右
金
吾
・
勘
解
（
有
国
）・
私
が
勤
め
た
。」

（
Ｍ
）
寛
弘
四
年
七
月
十
二
日　

仁
王
経
を
書
写

「
内
裏
に
参
っ
た
。
兵
部
省
の
丞（
藤
原
）惟
規
を
介
し
て
、
仁
王
経
一
部
を
奉
ら
せ
た
。

［
仰
せ
に
よ
っ
て
書
き
奉
っ
た
も
の
で
あ
る
。
金
泥
で
あ
る
。］

（
Ｏ
）
寛
弘
四
年
七
月
十
五
日　

外
題
を
書
く

「
蔵
人
惟
規
が
来
て
、『
摩
訶
止
観
』『
法
華
玄
義
』『
法
華
文
句
』、
合
わ
せ
て
三
十
巻

の
外
題
を
書
き
奉
る
よ
う
と
の
勅
を
伝
え
た
。
す
ぐ
に
書
い
て
、自
ら
持
っ
て
参
っ
た
。

召
し
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
御
前
に
伺
候
し
た
。」

　

★　

寛
弘
四
年
八
月
二
日　

道
長
金
峯
山
詣
で

「「
こ
の
丑
剋
、
左
大
殿
（
藤
原
道
長
）
は
、
金
峯
山
に
詣
で
ら
れ
た
。
源
納
言
（
俊
賢
）

が
御
供
に
供
奉
さ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
。」

（
Ｐ
）
寛
弘
四
年
十
二
月
二
日　

浄
妙
寺
塔
供
養
願
文
を
書
く

「
暁
方
（
中
略
）
木
幡
（
浄
妙
寺
）
の
塔
供
養
に
参
っ
た
。
願
文
を
書
い
た
。（
大
江
）

匡
衡
の
作
で
あ
る
。」

（
Ｑ
）
寛
弘
五
年
三
月
二
十
一
日　

写
経
・
経
外
題
を
書
く

「
巳
剋
、
初
め
て
大
般
若
経
を
書
き
奉
っ
た
。
こ
れ
は
幼
少
の
女
児
の
為
で
あ
る
。
去

年
十
二
月
か
ら
願
を
立
て
、
今
日
に
至
っ
て
、
初
め
て
自
ら
書
き
奉
っ
た
。
経
の
料
紙

は
重
ね
て
法
師
が
表
装
を
行
っ
た
。（
中
略
）
故
院
（
花
山
院
）
の
御
法
事
の
為
の
法

華
経
の
外
題
を
書
き
奉
っ
た
。
金
泥
の
具
経
の
阿
弥
陀
経
と
般
若
心
経
で
あ
る
。」
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（
Ｒ
）
寛
弘
五
年
八
月
十
五
日　

道
長
に
新
写
『
後
撰
和
歌
集
』
を
献
上

「
左
府
の
許
に
参
っ
た
。
去
月
二
十
八
日
に
賜
っ
た
『
後
撰
和
歌
集
』
を
奉
っ
た
。
新

し
く
書
い
た
も
の
で
あ
る
。」

（
Ｓ
）
寛
弘
五
年
十
二
月
二
十
日　

敦
成
親
王
百
日
儀

「
内
裏
に
参
っ
た
。
若
宮
（
敦
成
親
王
）
の
御
百
日
の
儀
が
行
な
わ
れ
た
。（
中
略
）
左

府
の
命
に
よ
っ
て
、
私
が
紙
と
墨
を
取
っ
て
参
り
進
み
、
序
題
を
書
こ
う
と
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
帥
（
伊
周
）
が
更
に
書
か
れ
た
。
私
は
和
歌
を
書
い
た
。」

（
Ｔ
）
寛
弘
六
年
三
月
四
日　

小
野
道
風
の
書
の
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
る

「
今
朝
、
四
条
大
納
言
（
公
任
）
の
御
許
か
ら
こ
の
本
（
小
野
道
風
の
仮
名
本
二
巻
）

が
送
ら
れ
て
き
た
。「
真
偽
を
定
め
る
よ
う
に
」
と
云
う
こ
と
だ
っ
た
。」

（
Ｕ
）
寛
弘
六
年
五
月
二
十
三
日　

道
長
第
法
華
三
十
講

「
左
府
の
三
十
講
が
終
わ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
、
大
般
若
経
が
供
養
さ
れ
る
。
御

願
文
を
清
書
し
て
い
た
と
こ
ろ
（
後
略
）。」

（
Ｖ
）
寛
弘
六
年
八
月
四
日　

北
野
社
・
大
学
寮
の
額
を
書
く

「
北
野
宮
の
額
を
書
き
奉
っ
た
。（
中
略
）
ま
た
、
大
学
寮
の
額
を
書
い
た
。」

（
Ｗ
）
寛
弘
七
年
三
月
十
八
日　

内
裏
仏
経
供
養

「
沐
浴
し
て
い
た
頃
、
出
納
時
則
が
御
願
文
を
持
っ
て
来
た
。
す
ぐ
に
湯
か
ら
上
が
っ

て
、
こ
れ
を
書
い
た
〔
大
江
匡
衡
が
作
っ
た
〕」

（
Ｘ
）
寛
弘
七
年
三
月
二
十
日　

手
本
を
書
く
紙

「
東
宮
は（
中
略
）私
を
召
し
て
、続
紙
一
巻
を
賜
っ
た
。
手
本
を
書
き
奉
る
こ
と
に
な
っ

た
。」

（
Ｙ
）
寛
弘
七
年
五
月
二
十
五
日　

書
写
し
た
書
物
を
左
府
に
献
上

「
左
府
の
許
に
参
っ
た
。
三
十
講
が
終
わ
っ
て
、
御
前
に
伺
候
し
た
。
内
（
一
条
天
皇
）

か
ら
先
日
下
賜
さ
れ
て
書
写
さ
せ
ら
れ
た
天
暦
八
年
の
御
記
二
巻
・
康
保
二
年
冬
の
一

巻
・『
後
撰
集
』
八
巻
・
御
手
本
四
巻
を
献
上
し
た
。」

（
Ｚ
）
寛
弘
七
年
六
月
十
九
日　

写
本
を
天
皇
に
献
上

「
内
裏
に
参
っ
た
。（
中
略
）
先
日
、
内
（
一
条
天
皇
）
か
ら
賜
っ
た
続
色
紙
六
巻
に
書

写
し
た
の
は
、『
新
楽
府
』
二
巻
〈
先
日
二
巻
を
献
上
し
た
〉・『
坤
元
録
詩
』
二
巻
・『
詩

合
』一
巻
・『
日
記
』一
巻
・『
後
撰
集
』五
巻〈
先
日
、
進
上
し
た
の
は
八
巻
。〉で
あ
る
。

『
村
上
御
記
』の
天
徳
四
年
夏
の
巻
を
書
い
た
。（
藤
原
）惟
規
に
託
し
て
奏
上
さ
せ
た
。」

（
1
）
寛
弘
七
年
七
月
十
五
日　

禄
を
賜
る

「
内
裏
に
参
っ
た
。
殿
上
間
に
伺
候
し
た
。
頭
弁
が
云
っ
た
こ
と
に
は
「
屏
風
の
事
に

よ
っ
て
禄
を
下
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
参
入
し
た
ら
事
情
を
奏
上
す
る
よ
う
、

先
日
、
勅
命
が
あ
り
ま
し
た
。」
と
云
う
こ
と
だ
。」

（
2
）
寛
弘
七
年
八
月
二
十
八
日　

除
目
の
議
・
清
書

「
除
目
の
議
が
終
わ
っ
た
。（
中
略
）
今
夜
、
清
書
が
行
わ
れ
た
。
下
官
（
行
成
）
が
こ

れ
を
奉
仕
し
た
。」

（
3
）
寛
弘
七
年
十
月
二
十
八
日　

書
物
の
外
題
を
書
く

「
左
府
の
許
に
参
っ
た
。『
蓮
府
秘
抄
』
十
一
帖
〈
外
題
で
あ
る
〉
を
書
い
た
。「
内
（
一
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条
天
皇
）
の
分
と
し
て
献
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
云
う
こ
と
だ
。」

（
4
）
寛
弘
八
年
五
月
二
十
日　

一
切
経
の
外
題
を
書
く

「
天
皇
の
御
願
の
一
切
経
の
内
、
三
百
巻
ほ
ど
の
外
題
を
書
き
終
わ
っ
た
。
こ
れ
を
奉

献
さ
せ
た
。」

（
5
）
寛
弘
八
年
五
月
二
十
一
日　

御
願
文
の
清
書

「
今
日
、
公
家
（
一
条
天
皇
）
は
一
切
経
を
供
養
さ
れ
た
。
昨
夕
、
御
願
文
を
賜
っ
た
。

（
大
江
）
匡
衡
朝
臣
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
朝
、
清
書
し
て
奉
ら
せ
た
。」

（
6
）
寛
弘
八
年
六
月
十
三
日　

東
宮
上
表
文
を
清
書

「
御
譲
位
が
行
わ
れ
た
。
私
は
昨
日
か
ら
病
悩
し
て
い
た
。
辰
剋
、
勘
解
由
判
官
平
雅

康
が
来
て
、
東
宮
の
令
旨
を
伝
え
た
。（
中
略
）
御
表
を
書
き
奉
る
よ
う
に
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。（
中
略
）
す
ぐ
に
清
書
し
て
献
上
す
る
と
い
う
こ
と
を
申
さ
せ
た
。（
中
略
）

清
書
が
終
わ
る
と
、
病
悩
は
頗
る
宜
し
か
っ
た
。」

（
7
）
寛
弘
八
年
八
月
二
日　

一
条
院
御
願
文

「
故
院
（
一
条
院
）
の
御
法
事
が
行
わ
れ
た
。（
中
略
）
平
明
範
が
、
一
条
院
か
ら
御
願

文
を
持
っ
て
来
た
。〈
式
部
大
輔
〈
大
江
〉
匡
衡
朝
臣
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
鈍
色

の
紙
、
五
、
六
枚
を
加
え
た
〉。
そ
こ
で
清
書
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
作
者
〈
匡
衡
〉
が

来
向
し
て
所
々
を
削
り
改
め
た
。」

（
8
）
寛
弘
八
年
八
月
十
一
日　

故
一
条
院
七
々
法
要
の
御
経
を
書
く

「
今
朝
、
御
経
を
持
た
せ
て
、
一
条
院
に
参
っ
た
。
こ
の
御
経
は
下
官
が（
そ
の
一
部
を
）

書
い
た
。」

（
9
）
寛
弘
八
年
九
月
十
五
日　

法
華
経
の
外
題
を
書
く

「
今
日
、
右
府
（
藤
原
顕
光
）
の
許
か
ら
法
華
経
五
部
を
賜
っ
た
。
こ
れ
は
尚
侍
が
行

わ
れ
る
八
講
の
分
で
あ
る
と
云
う
こ
と
だ
。
羅
の
表
紙
で
あ
っ
た
の
で
、
泥
で
書
き

奉
っ
た
。〈
金
泥
で
三
部
、
銀
泥
で
二
部
〉。」

（
10
）
寛
弘
八
年
十
一
月
八
日　

不
動
尊
像
に
頌
偈
を
書
く

「
枇
杷
殿
に
参
っ
た
。
左
宰
相
中
将
（
源
経
房
）
と
南
陣
の
下
で
遇
っ
た
。
お
っ
し
ゃ
っ

て
云
う
こ
と
に
は
「
御
不
動
尊
像
の
下
に
い
さ
さ
か
頌
偈
を
書
い
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
」
と
云
う
こ
と
だ
。（
中
略
）
明
日
、
書
き
奉
る
と
い
う
こ
と
を
答
え
た
。」

（
11
）
寛
弘
八
年
十
一
月
二
十
九
日　

故
冷
泉
院
五
七
日
法
事

「
故
冷
泉
院
の
五
七
日
御
法
事
が
行
わ
れ
た
。（
中
略
）
御
願
文
（
中
略
）
清
書
を
送
り

奉
っ
た
。」

（
12
）
治
安
元
年
十
二
月
一
日　

道
長
、
無
量
寿
院
西
北
院
供
養
願
文
の
清
書
を
命
じ

る「
今
日
の
夕
方
、
左
小
弁
（
藤
原
）
義
忠
朝
臣
が
、
入
道
殿
（
道
長
）
の
御
使
と
し
て

到
来
し
て
、
云
っ
た
こ
と
に
は
「
明
日
の
願
文
を
、
夜
の
内
に
書
い
て
送
っ
て
く
る
よ

う
に
」
と
い
う
こ
と
だ
。
明
朝
に
書
き
奉
る
と
い
う
こ
と
を
申
さ
せ
た
。」

（
13
）
治
安
二
年
七
月
十
二
日　

法
成
寺
願
文
の
清
書
を
命
じ
ら
れ
る

「
式
部
相
公
（
藤
原
広
業
）
が
願
文
を
持
っ
て
来
た
。「
入
道
殿
の
命
に
よ
っ
て
清
書
す

る
よ
う
に
」
と
。

（
14
）
治
安
二
年
七
月
十
三
日　

願
文
を
清
書
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「
早
朝
、
御
堂
に
参
っ
た
。
午
剋
の
頃
、
退
出
し
た
。
願
文
を
清
書
し
た
。（
藤
原
）
実

経
に
託
し
て
、
奉
献
さ
せ
た
。」

（
15
）
治
安
二
年
七
月
十
四
日　

法
成
寺
金
堂
供
養

「
早
朝
、
額
を
書
い
た
。
入
道
殿
か
ら
大
膳
亮
親
任
を
遣
わ
し
て
、
金
泥
の
法
華
経
一

部
を
賜
っ
た
。
す
ぐ
外
題
を
書
い
て
。
こ
れ
を
奉
っ
た
。
巳
剋
、額
を
書
き
終
わ
っ
た
。

人
夫
に
随
っ
て
到
来
し
、
奉
献
さ
せ
た
。」

（
16
）
治
安
三
年
閏
九
月
十
九
日　

彰
子
、
屏
風
に
和
歌
を
書
く
よ
う
に
命
じ
る

「
大
宮（
藤
原
彰
子
）の
許
か
ら
亮（
源
）済
政
朝
臣
を
遣
わ
し
て
、
令
旨
が
有
っ
た
。「
来

月
の
御
参
賀
の
為
の
屏
風
に
つ
い
て
、
す
ぐ
に
三
帖
を
、
先
ず
は
賜
う
〈
和
歌
を
添
え

て
あ
っ
た
〉。
加
え
て
賜
っ
た
他
に
ま
た
、『
古
今
集
』
の
和
歌
を
書
く
よ
う
、
申
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
。」

（
17
）
治
安
三
年
十
月
一
日　

屏
風
和
歌
を
書
き
始
め
る

「
御
屏
風
を
書
き
始
め
た
。」

（
18
）
治
安
三
年
十
月
十
二
日　

経
の
外
題
を
書
く

「（
藤
原
）
保
相
朝
臣
が
来
て
、
御
屏
風
を
乞
う
た
。
一
昨
日
、（
丸
部
）
兼
善
宿
祢
が

大
夫
（
源
俊
賢
）
の
書
状
に
よ
っ
て
、
明
日
の
御
経
〈
十
巻
〉
を
持
っ
て
き
た
。
外
題

を
書
い
て
、
奉
献
さ
せ
た
。（
藤
原
）
実
経
が
大
宮
（
藤
原
）
彰
子
の
仰
せ
に
よ
っ
て
、

明
日
の
御
願
文
を
持
っ
て
来
た
。」

（
19
）
治
安
三
年
十
月
十
三
日　

源
倫
子
六
十
歳
参
賀
・
願
文
の
清
書

「
願
文
を
清
書
し
た
。（
中
略
）
御
願
文
を
書
き
終
わ
っ
た
。
実
経
に
託
し
て
献
上
さ
せ

た
。」

（
20
）
万
寿
元
年
六
月
二
十
六
日　

法
成
寺
薬
師
堂
供
養
・
願
文
を
書
く

「
法
成
寺
薬
師
堂
供
養
が
行
わ
れ
た
。（
中
略
）
願
文
は
文
章
博
士
（
慶
滋
）
為
政
朝
臣

が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
多
さ
は
『
千
字
文
』
よ
り
過
ぎ
て
い
た
。
巳
剋
の
頃
、

書
き
終
わ
っ
た
。
先
ず
、
こ
れ
を
奉
ら
せ
た
。」

八
、
藤
原
行
成
の
書
と
経
筒
願
文

　

藤
原
行
成
の
日
記
『
権
記
』
そ
の
も
の
の
文
字
量
は
極
め
て
膨
大
で
あ
る
。

そ
こ
に
記
さ
れ
た
「
書
」
に
関
す
る
記
載
も
ご
覧
の
と
お
り
数
多
い
。
八
十
五

件
も
あ
る
（
実
際
は
そ
れ
以
上
だ
）。
そ
の
内
容
を
通
観
す
れ
ば
、
当
時
の
藤

原
行
成
の
立
場
の
一
部
が
「
美
し
い
文
字
を
書
く
人
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
行
成
の
歴
史
的
評
価
は
「
能
吏
」
で
あ
り
「
能
書
」
だ
。

　

行
成
の
書
を
分
類
す
る
な
ら
、
ま
ず
は
公
務
で
あ
る
と
こ
ろ
の
朝
廷
の
「
書

類
を
清
書
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
除
目
（
人
事
）
の
清
書
を
は
じ
め
陣
定
な
ど

役
所
の
書
類
の
清
書
が
多
か
っ
た
。
そ
の
仕
事
の
す
べ
て
を
権
記
に
書
き
残
し

た
わ
け
で
も
な
か
ろ
う
。
公
務
で
出
仕
し
た
日
に
は
ほ
ぼ
当
然
の
よ
う
に
仕
事

と
し
て
書
い
た
で
あ
ろ
う
。
美
よ
り
も
正
確
さ
が
大
事
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、

書
類
が
美
的
で
あ
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
公
的
と
い
う
な
ら
ば

内
裏
諸
堂
の
「
額
字
」（
紫
宸
殿
・
承
明
門
・
大
学
寮
）
を
書
く
の
も
そ
れ
に

あ
た
る（

（1
（

。
ま
た
入
宋
僧
念
求
に
書
状
を
託
し
た
際
に
は
左
大
臣
道
長
の
書
状
を

行
成
が
清
書
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
公
務
に
あ
た
る
よ
う
だ
。

　

美
的
な
も
の
と
し
て
は
屏
風
の
「
色
紙
形
」
の
清
書
が
目
立
つ
。
藤
原
彰
子

入
内
の
際
の
四
尺
屏
風
に
貼
り
込
ま
れ
た
色
紙
形
の
和
歌
の
清
書
は
著
名
だ

28



（
う
）。
和
歌
な
ら
ば
ひ
ら
が
な
で
、
漢
詩
で
あ
れ
ば
漢
字
で
美
麗
に
書
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
書
物
」
類
の
清
書
（
漢
詩
文
・
天
皇
御
記
・
往
生
要
集

な
ど
）
を
一
条
天
皇
や
道
長
か
ら
何
度
も
頼
ま
れ
て
い
る
し
、
自
ら
書
い
て
献

上
も
し
て
い
る
。
書
物
の
外
題
だ
け
書
く
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
道
長
の
長
男

頼
通
の
た
め
に
「
手
本
」
も
書
い
て
い
る
。

　

仏
事
に
関
わ
る
も
の
で
は
法
華
経
な
ど
の
経
巻
の
「
外
題
」（「
妙
法
蓮
華
経

巻
第
一
」
と
か
）
を
書
く
こ
と
が
た
い
へ
ん
多
か
っ
た
。
ま
た
仏
画
の
「
賛
」。

法
華
経
そ
の
も
の
の
書
写
な
ど
。
加
え
て
寺
院
の
法
要
に
と
も
な
う
「
願
文
」

の
清
書
。
梵
鐘
の
「
鐘
銘
」（
浄
妙
寺
鐘
。
こ
れ
が
経
筒
銘
文
に
最
も
性
格
が

近
い
。
行
成
の
清
書
は
下
書
き
で
あ
り
、
文
字
は
鋳
型
に
転
写
さ
れ
て
鋳
造
さ

れ
た
。
浄
妙
寺
鐘
は
現
存
し
な
い
）。
社
寺
の
「
額
」（
浄
妙
寺
・
法
性
寺
・
行

願
寺
・
北
野
宮
・
法
成
寺
）
の
清
書
な
ど
で
あ
る
。

　

行
成
に
清
書
を
頼
ん
だ
人
物
は
ま
ず
左
大
臣
道
長
が
筆
頭
で
あ
り
、
一
条
天

皇
も
公
的
私
的
に
度
々
、
花
山
院
、
右
大
臣
藤
原
顕
光
、
道
長
の
長
女
藤
原
彰

子
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
の
貴
族
や
僧
侶
か
ら
も
頼
ま
れ
て
い
る
。

　

私
的
に
は
も
ち
ろ
ん
膨
大
な
『
権
記
』
の
記
載
も
「
書
」
で
あ
る
。
ま
た
夢

に
小
野
道
風
に
逢
っ
て
「
書
法
を
授
け
よ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
る
（
ら
）。
道

長
か
ら
は
道
風
の
仮
名
手
跡
二
巻
を
借
り
て
研
究
し
て
い
る
。
ま
た
大
納
言

藤
原
公
任
か
ら
あ
る
仮
名
本
が
道
風
の
書
か
否
か
の
鑑
定
も
頼
ま
れ
て
い
る

（
Ｔ
）。
行
成
自
ら
小
野
道
風
の
書
を
研
究
し
、「
書
」
に
対
し
て
常
に
修
練
邁

進
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
権
記
』
の
記
載
か
ら
は
藤
原
行
成
の
清
書
は
か
な
り
速
く
書
か
れ
た
よ
う

に
感
じ
る
。
数
日
と
か
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
何
度
も
練
り
直
し
た
感
じ
で
は

な
い
。
依
頼
さ
れ
て
「
す
ぐ
に
書
い
て
渡
し
た
」
と
い
う
記
載
が
あ
ち
こ
ち
に

見
ら
れ
る
。
大
事
な
願
文
の
清
書
依
頼
に
対
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
書

い
て
い
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
『
御
堂
関
白
記
』
や
『
権
記
』
を
読
め
ば
、
藤
原
行
成
は
長
徳

元
年
頃
か
ら
晩
年
の
万
寿
年
間
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
三
十
年
に
亘
り
京
都
の
宮
廷

で
（
つ
ま
り
は
日
本
国
で
）
書
の
第
一
人
者
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
も
認
め
、
研

鑽
を
重
ね
、
さ
ら
に
他
者
か
ら
も
そ
う
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
現
代
的
な
評
価
で
は
な
く
、
当
時
の
評
価
で
あ
る
。

　
『
御
堂
関
白
記
』
に
は
道
長
が
行
成
以
外
に
清
書
を
頼
ん
だ
記
載
は
ほ
ぼ
見

ら
れ
な
い
。
道
長
に
と
っ
て
何
ら
か
の
清
書
を
頼
む
場
合
は
そ
の
相
手
が
行
成

で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
金
銅
藤
原
道
長
経
筒
の

「
願
文
」
の
文
字
を
行
成
で
は
な
い
者
に
依
頼
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
特
殊
で
あ

る
。
逆
に
行
成
に
頼
ん
だ
か
ら
こ
そ「
日
記
に
記
す
ま
で
も
な
く
当
然
な
こ
と
」

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

現
代
に
生
き
る
我
々
は
行
成
の
『
白
氏
詩
巻
』
や
『
本
能
寺
切
』
な
ど
を
和

様
の
書
の
至
宝
と
し
て
極
め
て
大
切
に
し
、
鑑
賞
し
、
手
本
と
し
て
い
る
。
言

い
換
え
れ
ば
書
聖
行
成
の
作
品
と
し
て
神
格
化
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
平

安
時
代
の
記
録
を
見
れ
ば
、
現
存
す
る
の
は
行
成
の
作
例
の
数
千
分
の
一
、
或

い
は
万
分
の
一
で
あ
る
。
現
在
に
残
る
彼
の
作
例
の
ひ
と
つ
に
（
工
人
が
経
筒

に
写
し
刻
ん
だ
も
の
で
は
あ
る
が
）
こ
の
「
金
銅
藤
原
道
長
経
筒
の
銘
文
」
を

あ
ら
た
に
加
え
る
こ
と
は
、
現
代
的
に
は
、
す
な
わ
ち
書
の
世
界
的
に
は
、
極

め
て
甚
大
な
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
平
安
時
代
当
時
に
遡
っ
て
考

え
れ
ば
、
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
特
段
驚
く
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
い

う
の
が
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。

　

改
め
て
こ
の
経
筒
文
字
を
書
く
可
能
性
の
あ
る
人
物
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
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挿図 5 　道長経筒の銘文細部
Ｆ　底面中央の「伴延助」 Ｃ　「翰墨工藝～」

Ｅ　「道長」「寛弘」「國左大臣」 Ｂ　「寛弘」の「弘」の異体字

Ｄ　銘文後半「舎利仰釋尊」 Ａ　経筒銘文の冒頭「南瞻部洲～」
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①
一
条
天
皇

　

②
藤
原
道
長
（
左
大
臣
正
二
位
）

　

③
藤
原
行
成
（
参
議
左
大
弁
正
三
位
）

　

④
そ
の
他
の
公
卿
（
藤
原
公
任
・
中
納
言
従
二
位
と
か
）

　

⑤
道
長
の
家
来
で
行
成
風
の
字
が
書
け
る
者

　

⑥
経
筒
の
発
注
を
受
け
た
工
房
の
工
人

　

ま
ず
①
の
一
条
天
皇
で
あ
る
が
、
臣
下
で
あ
る
藤
原
道
長
の
私
的
な
仏
事
の

願
文
を
天
皇
が
清
書
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
一
条
天
皇
は
長
保
四
年
九
月
に

内
裏
で
お
こ
な
わ
れ
た
法
華
八
講
の
た
め
に
法
華
経
巻
一
と
巻
八
を
自
ら
書
写

し
て
い
る
（
め
）。
ま
た
社
寺
の
額
な
ど
は
宸
筆
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
し
か
し
国
家
や
自
分
の
為
で
は
な
い
左
大
臣
の
願
文
を
清
書
す
る
こ
と
は

無
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
②
の
道
長
自
筆
説
で
あ
る
。
自
ら
の
宗
教
行
為
の
願
文
を
自
筆
す
る
こ

と
は
当
然
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
古
く
石
田
茂
作
が
『
金
峯
山
経
塚
の
研
究
』

の
中
で
経
筒
の
銘
を
「
書
体
は
甚
だ
流
麗
で
書
聖
行
成
の
手
に
な
れ
る
か
と
も

思
わ
れ
る
位
で
あ
る
が
、
道
長
に
し
た
と
こ
ろ
で
筆
蹟
な
か
な
か
優
れ
て
居
れ

ば
、
矢
張
彼
の
下
書
き
に
よ
っ
て
鏤
刻
し
た
と
見
る
が
穏
当
か
と
思
う
」
と
記

し
て
い
る
。
現
在
、
道
長
筆
か
と
見
る
研
究
者
は
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る

よ
う
だ（

（1
（

。『
御
堂
関
白
記
』
の
道
長
の
自
筆
記
載
は
あ
く
ま
で
も
日
記
な
の
で

と
く
に
美
意
識
を
発
揮
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
の

ラ
フ
な
文
字
だ
。
ま
た
経
筒
に
入
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
現
存
す
る
道
長
の
紺
紙

金
字
経
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
品
や
五
島
美
術
館
所
蔵
品
）
を
見
れ
ば
美
的

で
あ
る
。
心
を
込
め
て
丁
寧
に
写
経
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
そ
の
文
字
は
「
流
麗
」
に
は
あ
た
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
道
長
自
身

は
寛
弘
四
年
十
二
月
十
日
に
「
従
本
非
能
書
度
々
難
示
」（
私
は
元
々
、
能
書

で
は
な
い
。
度
々
、
自
分
に
は
無
理
で
あ
る
と
伝
え
た
の
で
あ
る
が
）（
ル
）

と
し
な
が
ら
も
法
性
寺
の
寺
額
を
し
ぶ
し
ぶ
書
い
て
い
る
。
ま
た
自
筆
の
方
が

良
い
は
ず
の
念
求
に
託
し
た
宋
へ
の
書
状
を
行
成
に
清
書
さ
せ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
道
長
は
自
分
の
字
に
自
信
は
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
。
金
峯
山
参
詣

と
同
じ
年
の
寛
弘
四
年
の
浄
妙
寺
塔
（
藤
原
氏
先
祖
墓
地
を
供
養
す
る
寺
院
）

の
供
養
願
文
を
自
分
で
は
な
く
行
成
に
清
書
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
「
後
世

に
残
る
字
は
行
成
に
書
か
せ
る
」
が
道
長
の
基
本
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

③
の
藤
原
行
成
説
は
、
筆
者
が
本
稿
で
主
張
し
て
い
る
こ
と
だ
。
日
記
を
読

め
ば
行
成
自
身
は
願
文
や
色
紙
形
な
ど
様
々
な
清
書
を
頼
ま
れ
る
こ
と
を
特
に

嫌
が
っ
て
い
る
ふ
う
で
は
な
い
。
左
大
臣
か
ら
の
度
重
な
る
清
書
の
依
頼
を
、

上
司
か
ら
命
じ
ら
れ
た
仕
事
と
し
て
で
は
な
く
、
ご
く
当
然
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。
そ
れ
は
当
代
随
一
の
能
書
家
で
あ
る
こ
と
の
自
負
心
の
表
れ
と
考
え

る
。
一
番
上
手
い
自
分
が
書
い
て
当
然
な
の
だ
。
も
し
も
左
大
臣
が
金
峯
山
参

詣
の
よ
う
な
重
要
な
行
事
の
「
願
文
」
を
自
分
以
外
の
誰
か
に
頼
ん
で
清
書
さ

せ
た
と
行
成
が
聞
い
た
な
ら
ば
プ
ラ
イ
ド
が
傷
つ
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

④
行
成
以
外
の
公
卿
に
頼
む
場
合
だ
が
、
身
分
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
は
可

能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
の
貴
族
の
文
字
は
残
り
に
く
い
が
、
例
え
ば

藤
原
公
任
（
寛
弘
四
年
当
時
は
中
納
言
）
自
筆
の
『
稿
本
北
山
抄
』
の
文
字
と

道
長
の
経
筒
の
文
字
を
比
べ
れ
ば
明
ら
か
に
個
性
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。

道
長
は
若
く
し
て
左
大
臣
に
な
っ
た
の
で
道
長
よ
り
年
長
者
の
公
卿
（
右
大
臣

藤
原
顕
光
や
内
大
臣
藤
原
公
季
、
大
納
言
藤
原
道
綱
、
権
大
納
言
藤
原
実
資
ら
）

も
多
か
っ
た
。
藤
原
公
任
と
道
長
は
同
い
年
で
あ
る
。
道
長
よ
り
六
歳
下
の
行

成
に
は
頼
み
や
す
い
だ
ろ
う
が
、
行
成
以
外
の
大
臣
・
公
卿
に
わ
ざ
わ
ざ
頼
む

理
由
が
思
い
浮
か
ば
な
い
。
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⑤
ま
た
藤
原
行
成
風
の
書
体
が
当
時
の
宮
廷
で
流
行
し
て
い
た
と
み
な
す
な

ら
ば
「
こ
の
経
筒
の
文
字
は
当
時
の
『
流
行
の
様
式
』
で
あ
っ
て
行
成
で
は
な

い
」
と
の
考
え
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
仮
に
道
長
の
家
来
で
能
書
の

者
（
左
大
臣
家
に
は
必
ず
書
類
を
書
く
書
記
の
よ
う
な
家
来
が
い
た
は
ず
。
行

成
風
の
字
が
書
け
た
か
も
し
れ
な
い
）
が
書
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、
ま
ず
、
釈

迦
や
弥
勒
や
蔵
王
権
現
に
対
し
て
礼
を
欠
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
字
の
上
手
下
手

が
問
題
で
は
な
く
、
書
し
た
者
の
身
分
が
低
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に

行
成
を
差
し
置
い
て
家
来
に
書
か
せ
た
こ
と
も
問
題
と
な
る
。
命
じ
た
道
長
に

悪
気
は
無
く
と
も
、
結
果
と
し
て
「
道
長
が
行
成
よ
り
も
家
来
の
字
の
方
を
上

に
見
た
」
と
い
う
評
判
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

⑥
経
筒
を
作
っ
た
伴
延
助
の
金
属
工
房
の
職
人
（
あ
る
い
は
伴
延
助
自
身

か
）
が
、
願
文
の
下
書
き
を
横
に
置
い
て
そ
れ
を
見
な
が
ら
経
筒
に
、
丹
精
込

め
て
刻
ん
だ
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
考
え
に
く
い
こ
と
だ
。
工
人
の
文

字
で
は
あ
り
え
な
い
。
か
な
ら
ず
清
書
さ
れ
た
願
文
の
紙
を
経
筒
の
表
面
に
糊

で
貼
り
付
け
て
、
そ
の
文
字
を
削
る
よ
う
に
し
て
経
筒
の
表
面
に
刻
ん
だ
は
ず

だ
。
願
文
の
清
書
を
工
房
の
職
人
が
行
な
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
問
題

だ
。
ま
た
下
書
き
の
筆
跡
を
無
視
し
て
工
人
が
適
当
に
字
画
を
変
更
し
て
刻
む

こ
と
も
あ
り
得
な
い
。
与
え
ら
れ
た
清
書
の
文
字
を
正
確
に
写
し
刻
む
こ
と
を

求
め
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

経
筒
に
刻
ま
れ
た
願
文
の
後
半
部
に
「
そ
も
そ
も
一
樹
の
蔭
に
憩
い
、
一
水

の
流
れ
を
飲
む
も
な
お
こ
れ
小
縁
な
ら
ず
や
。
い
わ
ん
や
こ
の
道
俗
若
干
人
、

あ
る
い
は
香
花
手
足
を
以
て
こ
の
善
に
あ
ず
か
る
者
あ
り
。
あ
る
い
は
翰
墨
工

芸
を
以
て
こ
の
事
に
従
う
者
あ
り
。」（
挿
図
5
Ｃ
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
工
芸
と

は
経
筒
な
ど
の
捧
物
を
作
る
こ
と
。
経
巻
の
装
丁
を
行
う
も
の
が
含
ま
れ
よ

う
。
そ
し
て
「
翰
墨
」
の
二
文
字
に
文
字
の
関
係
者
す
な
わ
ち
「
願
文
を
作
文

し
た
者
」（
文
章
博
士
の
大
江
匡
衡
か
）（

（1
（

そ
し
て
「
願
文
を
清
書
す
る
者
」
が

含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

道
長
の
金
峯
山
参
詣
に
は
多
く
の
貴
族
が
同
行
し
た
。
そ
の
筆
頭
は
権
中
納

言
源
俊
賢
（
道
長
の
妻
明
子
の
兄
）
で
あ
る
。
そ
の
他
は
長
男
頼
通
、
そ
し
て

受
領
層
で
あ
る
中
級
貴
族
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
藤
原
行
成
は
道
長
の

金
峯
山
参
詣
に
は
同
行
し
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
が
す
な
わ
ち
「（
金
峯
山
に

は
一
緒
に
登
ら
な
く
て
も
）
翰
墨
工
芸
を
以
て
こ
の
事
に
従
う
者
あ
り
（
そ
の

者
も
こ
の
行
事
に
結
縁
す
る
者
で
あ
る
）」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
願
文
に
は

道
長
以
外
の
人
名
は
登
場
し
な
い
が
、
あ
く
ま
で
金
峯
山
参
詣
の
本
意
を
持
っ

た
藤
原
道
長
が
願
文
の
主
人
公
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
で
良
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

寛
弘
四
年
の
金
峯
山
参
詣
の
意
義
に
戻
る
な
ら
ば
、
道
長
に
と
っ
て
長
徳
四

年
以
来
の
念
願
で
あ
り
、
結
果
的
に
一
生
に
一
度
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
の
よ

う
な
重
大
か
つ
盛
大
な
宗
教
行
事
に
手
抜
き
な
ど
は
あ
り
え
な
い
。
す
べ
て
の

作
業
・
準
備
・
奉
納
品
の
作
成
に
当
代
の
最
高
・
最
上
を
込
め
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
っ
た
は
ず
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
作
善
」
で
あ
る
。
経
筒
表
面
に
刻
ま
れ
た
願

文
も
千
年
後
に
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
読
ま
せ
る
た
め
の
文
字
で
は
な
い
。
釈

迦
・
弥
勒
・
阿
弥
陀
・
蔵
王
権
現
な
ど
神
仏
に
奉
げ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
代
最
高
の
能
書
家
で
あ
る
藤
原
行
成
に
清
書
さ

せ
な
い
は
ず
は
な
い
の
だ（

（1
（

。

　

道
長
経
筒
の
銘
文
を
藤
原
行
成
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
見
る

と
、
反
対
に
見
え
て
く
る
問
題
も
あ
る
。
経
筒
の
文
字
を
改
め
て
し
げ
し
げ
と

眺
め
る
な
ら
ば
ず
い
ぶ
ん
と
丸
み
を
帯
び
た
「
優
美
な
」
文
字
に
見
え
る
。
し

か
し
現
代
人
の
目
に
は
い
く
つ
か
疑
問
に
思
え
る
文
字
も
存
在
す
る

　

た
と
え
ば
末
尾
の
年
号
「
寛
弘
四
年
」
の
「
弘
」
の
弓
偏
で
あ
る
（
挿
図
5
Ｅ
）。

よ
く
見
る
と
楷
書
の
「
弓
」
の
字
画
を
無
視
し
て
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
と
蛇
行
し
た
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も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
草
書
の
「
弓
」
に
あ
る
字
体
だ
。「
弘
」
そ
の

も
の
は
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
は
取
れ
て
お
り
下
手
で
は
な
い
。
ま
た
寛
弘
の
右
側

の
「
子
道
長
敬
～
」
の
「
道
」
の
字
な
ど
も
よ
く
見
れ
ば
ず
い
ぶ
ん
変
な
形
で

あ
る
（
挿
図
5
Ｅ
）。
三
画
目
の
左
側
が
極
端
に
長
い
。
し
ん
に
ょ
う
（
辶
）
の

形
も
不
思
議
だ
（
し
か
し
「
道
長
」
と
二
文
字
で
見
れ
ば
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
）。
挿
図
左
側
の
「
大
日
本
國
」
の
「
國
」
の
字
も
異
体
字
の
草
書
の
よ

う
だ
（
或
の
口
を
ム
と
す
る
も
の
・
挿
図
5
Ｅ
）。
ま
た
銘
文
二
行
目
な
か
ば
の
「
寛
弘

四
年
」
の
弘
は
「
ム
」
を
「
口
」
と
す
る
異
体
字
だ
（
挿
図
5
Ｂ
）。
寛
弘
の
「
弘
」

に
二
種
類
の
文
字
が
使
わ
れ
た
の
だ
。
さ
ら
に
秋
八
月
の
「
秋
」
も
偏
と
旁
が

左
右
入
れ
替
わ
っ
た
異
体
字
で
あ
る
。
京
洛
の
「
京
」
も
中
の
口
が
曰
と
な
っ

て
い
る
。

　

現
代
人
に
は
書
体
の
混
在
で
は
な
い
か
と
思
え
る
こ
の
よ
う
な
文
字
の
使
い

分
け
、
清
書
の
あ
り
方
も
行
成
な
ら
で
は
技
巧
を
凝
ら
し
た
美
意
識
の
発
露
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
一
見
お
か
し
い
よ
う
に
見
え
る
表
現
か
ら
も
行
成
の
書
だ
と

い
う
答
え
に
近
づ
い
て
い
く
よ
う
だ
。
道
長
も
行
成
が
書
い
て
き
た
願
文
の
清

書
を
見
て
「
こ
れ
で
よ
し
」
と
い
う
以
外
の
返
事
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
行

成
に
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い（

（1
（

。

　

経
筒
の
文
字
全
体
を
改
め
て
藤
原
行
成
清
書
の
願
文
だ
と
し
て
見
渡
す
な
ら

ば
、
一
条
朝
当
時
、
行
成
が
数
多
く
書
い
た
仏
事
な
ど
の
願
文
の
形
式
が
見
え

て
く
る
よ
う
に
思
う
。

九
、
経
筒
の
文
字
が
示
す
意
義

　

本
稿
で
は
道
長
の
経
筒
の
文
字
が
行
成
で
あ
る
か
否
か
に
こ
だ
わ
っ
て
論
を

進
め
た
が
、
じ
つ
は
要
点
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
日
本
人
が
和
風
の
書

を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
を
経
筒
銘
に
残
し
た
こ
の
時
代
の
美
意
識
の
あ
り
か
た
の

方
が
重
要
で
あ
る
。
経
筒
の
文
字
を
よ
く
よ
く
見
れ
ば
そ
こ
に
「
日
本
的
な
美

意
識
の
発
露
」
が
感
じ
ら
れ
る
は
ず
だ
。

　

挿
図
6
は
京
都
国
立
博
物
館
が
大
阪
四
天
王
寺
か
ら
寄
託
を
受
け
て
い
る
国

宝
威
奈
大
村
骨
蔵
器
の
表
面
に
刻
ま
れ
た
銘
文
の
一
部
で
あ
る
。
飛
鳥
時
代
終

わ
り
頃
、
慶
雲
四
年
銘
を
持
つ
。
西
暦
だ
と
七
○
七
年
、
奇
し
く
も
道
長
経
筒

の
ち
ょ
う
ど
三
百
年
前
の
墓
誌
銘（
追
悼
文
）で
あ
る
。
そ
の
文
字
は
大
陸
風
・

唐
風
の
か
っ
ち
り
し
た
字
画
で
あ
り
、
字
画
の
転
折
（
右
肩
）
も
丸
く
な
い
。

一
見
し
て
道
長
経
筒
の
文
字
と
は
異
な
る
。
こ
の
三
百
年
の
間
に
日
本
で
は
古

墳
時
代
以
来
、
学
び
、
受
容
し
、
字
形
を
模
倣
し
て
き
た
中
国
の
漢
字
（
中
国

文
化
そ
の
も
の
・
八
世
紀
初
頭
の
威
奈
大
村
骨
蔵
器
の
墓
誌
銘
が
そ
の
受
容
模

倣
の
典
型
例
）
を
消
化
し
、
日
本
的
に
変
化
さ
せ
、
日
本
人
の
感
性
に
合
致
す

る
よ
う
に
美
的
洗
練
作
業
（
改
変
）
を
行
っ
た
の
だ
。
そ
の
代
表
者
が
小
野
道挿図 7 　文字の比較（ 3 ）

挿図 6 　威奈大村墓誌銘（部分・四天王寺蔵）
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風
と
藤
原
行
成
で
あ
る
。「
日
本
的
な
書
」
と
は
何
か
、
そ
れ
は
ま
た
難
し
い

課
題
な
の
だ
が
、
考
え
る
よ
り
は
『
本
能
寺
切
』
な
ど
を
じ
っ
く
り
と
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
感
じ
と
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

あ
え
て
文
章
で
表
現
す
る
な
ら
ば
、
隋
唐
代
の
古
典
的
な
漢
字
の
筆
使
い
と

は
異
な
る
筆
法
で
、
す
な
わ
ち
仮
名
を
書
く
手
の
動
き
ま
で
取
り
入
れ
て
漢
字

を
書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
本
能
寺
切
や
道
長
経
筒
の
文
字
の
最
大
の
特

徴
は
転
接
の
な
ん
と
も
い
え
な
い
緩
や
か
な
丸
み
で
あ
る
。
転
接
部
だ
け
で
な

く
文
字
全
体
も
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
草
書
」
の
漢
字
で
も
な
い
。

こ
れ
は
仮
名
の
影
響
だ
と
さ
れ
る（

（1
（

。

　

経
筒
銘
文
の
終
わ
り
近
く
に
あ
る
「
神
力
圓
」
の
「
力
」
は
現
代
ひ
ら
が
な

の
「
か
」
の
「
ゝ
」
を
取
り
払
っ
た
も
の
に
し
か
見
え
な
い
（
挿
図
7
右
中
）。
ま

た
本
能
寺
切
第
四
十
八
行
目
の
「
飽
氣
力
」（
挿
図
7
左
下
）
の
「
力
」
も
同
じ
だ
。

こ
ん
な
に
力
の
な
い
「
力
」
で
良
い
の
だ
ろ
う
か（

（1
（

。
じ
つ
に
ひ
ら
が
な
的
な
漢

字
だ
。

　

唐
の
欧
陽
詢
や
褚
遂
良
ら
の
隙
の
な
い
厳
格
な
漢
字
書
体
を
見
た
あ
と
で
、

道
長
の
経
筒
の
文
字
を
見
れ
ば
お
の
ず
と
そ
の
差
異
は
明
ら
か
だ
。
仮
に
中
国

唐
代
の
書
家
が
こ
の
経
筒
の
文
字
を
見
た
な
ら
ば
「
漢
字
の
筆
法
の
基
本
が
壊

さ
れ
て
い
る
」
と
思
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
来
の
中
国
的
な
筆
使
い
が
骨

抜
き
に
さ
れ
て
、
仮
名
的
運
筆
の
回
転
運
動
が
漢
字
の
筆
線
の
中
に
浸
入
し
て

き
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
十
一
世
紀
初
頭
の
平
安
京
に
お
い
て
、
漢
文
漢
詩
に

造
詣
の
深
い
行
成
を
含
む
貴
族
た
ち
が
、
公
的
な
文
章
は
漢
字
で
書
き
な
が
ら

も
、
和
歌
や
消
息
を
仮
名
で
書
い
て
い
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
現
在
の

よ
う
な
漢
字
仮
名
混
じ
り
文
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
公
的
に
は
真
名
（
漢
字
）、

私
的
に
は
仮
名
を
書
い
て
い
た
書
家
が
、
仮
名
の
形
や
運
筆
の
影
響
を
受
け
て

「
漢
字
の
新
た
な
書
体
」
を
創
造
完
成
さ
せ
た
と
い
え
る
の
だ
。
藤
原
行
成
の

文
字
が
現
在
の
日
本
人
に
「
優
美
」
に
見
え
る
理
由
は
、
仮
名
の
も
つ
細
く
柔

ら
か
な
筆
線
の
要
素
が
「
漢
字
」
に
染
み
込
ん
で
い
る
こ
と
を
直
感
し
て
い
る

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
日
本
人
的
な
審
美
眼
で
行
成
の
字
を
見
て
い
る
の
だ
。

平
安
時
代
の
美
意
識
の
根
本
が
彼
の
書
い
た
文
字
に
最
大
限
発
揮
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
後
世
の
我
々
は
行
成
の
字
を
と
て
も
優
美
だ
と
は
思
う
も
の
の
、

厳
格
だ
と
か
力
強
い
だ
と
か
雄
大
だ
と
か
端
正
だ
と
か
威
厳
に
満
ち
た
な
ど
と

は
全
く
思
わ
な
い
の
は
、
中
国
の
漢
字
の
か
た
ち
こ
そ
借
り
て
い
る
も
の
の
、

文
字
に
表
れ
た
字
画
や
描
線
の
美
意
識
（
精
神
）
は
中
国
の
漢
字
か
ら
は
は
る

か
に
遠
ざ
か
り
、
ま
こ
と
に
日
本
的
な
美
意
識
、
す
な
わ
ち
ゆ
る
や
か
で
や
さ

し
い
細
い
線
、
回
転
す
る
曲
線
か
ら
な
る
仮
名
の
特
性
と
美
の
規
範
が
行
成
の

書
く
漢
字
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
無
意
識
に
看
取
す
る
か
ら
で

あ
る
。
博
物
館
で
展
示
さ
れ
た
『
白
氏
詩
巻
』
や
『
本
能
寺
切
』
の
前
で
現
代

の
日
本
人
が
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
鑑
賞
す
る
の
に
は
そ
ん
な
理
由
が
あ
る
の

だ
。
そ
の
描
線
の
細
さ
柔
ら
か
さ
は
、
降
っ
て
十
二
世
紀
に
「
鳥
獣
戯
画
」
の

兎
や
蛙
の
軽
や
か
な
筆
線
に
も
及
び
、
さ
ら
に
は
手
塚
治
虫
の
描
く
漫
画
や
ゆ

る
キ
ャ
ラ
も
広
い
意
味
で
は
そ
の
末
裔
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
長
々
と
道
長
の
経
筒
の
文
字
に
こ
だ
わ
っ
て
述
べ
て
き
た
本
当
の
理

由
が
こ
こ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
行
成
か
否
か
は
さ
て
お
き
、
経
筒
の
文
字
が
も

つ
日
本
化
し
た
漢
字
（
日
本
的
書
体
・
和
様
の
書
）
が
、
時
の
最
高
権
力
者
で

あ
る
藤
原
道
長
が
作
ら
せ
た
金
銅
製
の
経
筒
に
刻
ま
れ
、
そ
れ
が
釈
迦
や
阿
弥

陀
や
弥
勒
や
蔵
王
権
現
に
捧
げ
ら
れ
た
こ
と
が
重
大
な
の
で
あ
る
。
道
長
の
時

代
の
最
先
端
の
美
そ
の
も
の
な
の
だ
。

　

お
お
ま
か
に
は
平
安
時
代
に
於
け
る
「
国
風
文
化
の
醸
成
」
な
ど
と
解
説
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
そ
の
代
表
が
こ
の
道
長
の
経
筒
だ
。
そ
し
て
平
安

時
代
な
か
ば
に
確
立
し
た
い
わ
ゆ
る
「
日
本
的
な
美
意
識
」
は
千
年
後
の
現
在
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に
ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

金
銅
藤
原
道
長
経
筒
、
こ
れ
こ
そ
日
本
。
国
宝
の
中
の
国
宝
で
あ
る
。

〈
註
〉1	

京
都
国
立
博
物
館
『
藤
原
道
長
―
極
め
た
栄
華
・
願
っ
た
浄
土
―
』
特
別
展
覧
会

図
録　

二
○
○
七
年

2	

石
田
茂
作
・
矢
島
恭
介
『
金
峯
山
経
塚
の
研
究
』
帝
室
博
物
館
学
報
八　

一
九
三

八
年

3	

道
長
経
筒
な
ど
の
埋
蔵
場
所
で
あ
る
が
、
大
和
文
華
館
所
蔵
の
「
大
峯
山
全
図
」

（
江
戸
時
代
）
の
山
上
平
坦
面
に
「
経
壇
塚
」
と
書
か
れ
た
方
形
の
土
壇
が
描
か

れ
て
い
る
。
元
禄
の
山
上
本
堂
改
修
以
前
の
図
か
と
み
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
土

壇
が
主
要
な
埋
蔵
地
、
す
な
わ
ち
道
長
と
そ
れ
以
降
の
藤
原
氏
長
者
ら
の
経
箱
な

ど
も
埋
め
た
場
所
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
の
山
上
本
堂
の
前
面
平
坦
地

に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
「
経
壇
塚
」
に
は
灯
籠
は
立
っ
て
い

な
い
よ
う
だ
。
註
1
文
献
の
71
図
。

4	

鍵
の
こ
と
に
触
れ
た
の
は
同
じ
金
峯
山
か
ら
出
土
し
た
金
銀
鍍
唐
草
双
鳥
文
経
箱

に
は
海
老
錠
が
、
比
叡
山
横
川
か
ら
出
土
し
た
上
東
門
彰
子
奉
納
の
金
銀
鍍
宝
相

華
文
経
箱
に
も
か
ら
く
り
式
の
鍵
が
付
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
問

題
だ
。

5	

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
経
塚
遺
寶
』
東
京
美
術　

一
九
七
七
年

6	

伴
延
助
の
工
房
の
制
作
技
術
が
高
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
記
し
て
置
こ
う
。
経
筒

の
蓋
は
被
せ
蓋
だ
が
、
そ
の
密
閉
度
は
高
い
。
蓋
を
は
め
る
際
に
は
空
気
の
漏
れ

る
音
が
シ
ュ
ッ
と
鳴
る
ほ
ど
隙
間
が
な
い
。
工
学
的
な
真
円
で
は
な
い
の
で
蓋
と

身
が
あ
う
場
所
が
円
周
の
一
か
所
だ
け
し
か
な
い
。
蓋
と
身
を
合
わ
せ
る
際
に
そ

の
正
し
い
位
置
が
ど
こ
か
分
か
る
よ
う
に
身
の
口
縁
部
と
蓋
の
口
縁
部
の
各
一
ヶ

所
に
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
切
込
み
に
よ
る
目
印
が
あ
る
。
そ
の
場
所
を
上
下
で
合
わ

せ
な
い
と
蓋
は
正
し
く
閉
ま
ら
な
い
の
だ
。
千
年
前
の
金
工
職
人
の
工
夫
が
現
代

の
学
芸
員
も
助
け
て
く
れ
る
。

7	

国
宝
「
本
能
寺
切
」
は
京
都
本
能
寺
に
江
戸
時
代
以
来
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、

題
箋
に
「
権
跡
」
と
あ
る
。
小
野
篁
（
野
相
公
）、
菅
原
道
真
（
菅
（
漢
）
丞
相
）、

紀
長
谷
雄
（
紀
納
言
）
の
漢
文
の
一
節
を
楷
書
・
行
書
・
草
書
で
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
書
の
手
本
と
し
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
料
紙
に
は
唐
草
と
鳳
凰
文
が
刷

ら
れ
た
中
国
製
の
高
級
紙
を
用
い
て
い
る
。
縦
二
九
・
四
㎝
、横
一
八
八
・
二
㎝
。

道
長
経
筒
の
文
字
と
比
較
対
照
し
た
の
は
お
も
に
中
盤
の
「
漢
丞
相
」（
菅
丞
相
）

の
部
分
で
あ
る
。

	

中
央
公
論
社
『
書
道
藝
術　

第
十
五
巻　

藤
原
行
成
』　

一
九
七
五
年

8	

筆
跡
鑑
定
に
関
し
て
は
歴
史
や
美
術
の
問
題
と
は
遠
い
よ
う
に
も
思
っ
て
い
た

が
、
す
こ
し
調
べ
て
み
る
と
重
要
な
観
点
が
多
い
と
思
う
。
筆
者
が
参
考
に
し
た

の
は
、
魚
住
和
晃
【
著
】『
筆
跡
鑑
定
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
三
省
堂　

二
○
○
七
年
、

で
あ
る
。

9	

『
御
堂
関
白
記
』
も
『
権
記
』
も
近
年
、
全
現
代
語
訳
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
内
容

を
平
易
に
読
む
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
有
難
い
。
し
か
し
ざ
っ
と
目
を
通
す
だ
け

で
も
時
間
が
か
か
る
ほ
ど
の
大
部
で
あ
る
。『
権
記
』
に
つ
い
て
は
「
書
」
に
関

わ
る
記
述
に
見
落
と
し
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

	

倉
本
一
宏
『
藤
原
道
長
「
御
堂
関
白
記
」
全
現
代
語
訳
』
上
中
下　

講
談
社
学
術

文
庫　

二
○
○
九
年

	

倉
本
一
宏
『
藤
原
行
成
「
権
記
」
全
現
代
語
訳
』
上
中
下　

講
談
社
学
術
文
庫　

二
○
一
二
年

10	

『
御
堂
関
白
記
』
に
は
経
筒
願
文
の
清
書
を
行
成
に
依
頼
す
る
記
述
は
無
い
、
と

述
べ
た
が
、
寛
弘
四
年
正
月
～
七
月
ま
で
の
記
載
を
読
ん
で
も
金
峯
山
参
詣
に
関

わ
る
記
事
は
乏
し
い
の
が
実
情
だ
。
閏
五
月
十
七
日
に
源
高
雅
宅
に
移
っ
て
金
峯

山
参
詣
（
御
嶽
詣
）
の
た
め
の
精
進
に
入
っ
た
と
い
う
記
述
と
、
六
月
八
日
に
弥

勒
の
聖
地
で
あ
る
笠
置
寺
（
現
京
都
府
相
楽
郡
笠
置
町
）
に
参
詣
し
た
記
事
が
あ

る
程
度
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
変
な
準
備
で
あ
っ
た
は
ず
の
金
峯
山
参
詣
の
準
備

段
階
の
記
載
を
道
長
は
ほ
と
ん
ど
書
き
残
し
て
い
な
い
の
だ
（
寛
弘
四
年
正
月
～

六
月
の
自
筆
本
は
な
い
。
記
載
も
少
な
い
時
期
だ
）
一
方
、
八
月
二
日
か
ら
十
四

日
ま
で
の
実
際
の
金
峯
山
参
詣
の
行
程
は
比
較
的
詳
し
く
記
し
て
い
る
（
自
筆
本

が
現
存
）。『
御
堂
関
白
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
違
う
と
い
う
論
は
成
り

立
た
な
い
と
考
え
る
。

11	
平
安
宮
の
宮
殿
内
裏
諸
堂
の
額
字
を
書
く
の
は
当
代
き
っ
て
の
能
書
の
仕
事
で

あ
っ
た
。
平
安
初
期
か
ら
そ
の
揮
毫
を
し
た
人
物
を
列
挙
す
る
な
ら
ば
、
弘
仁
九

年
（
八
一
八
年
）
に
は
嵯
峨
天
皇
・
空
海
・
橘
逸
勢
が
宮
城
の
門
額
を
書
い
た
。

応
和
元
年
（
九
六
一
年
）
に
は
小
野
道
風
が
宮
門
・
殿
舎
の
額
を
書
い
た
。
貞
元
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二
年
（
九
七
七
年
）
に
は
藤
原
佐
理
が
宮
門
・
殿
舎
の
額
を
書
い
た
。
そ
し
て
長

保
二
年
（
一
○
○
○
年
）
に
は
二
十
九
歳
の
藤
原
行
成
が
宮
門
・
殿
舎
の
門
額
を

書
い
た
の
で
あ
る
（
く
）。
そ
の
の
ち
で
は
延
久
四
年
（
一
○
七
四
年
）
に
源
兼

行
が
大
極
殿
の
額
を
書
い
た
。
天
永
二
年
（
一
一
一
一
年
）
に
は
源
俊
房
が
春
華

門
の
額
を
書
い
た
。
こ
う
見
る
と
、「
道
長
経
筒
の
願
文
」
が
制
作
さ
れ
た
寛
弘

四
年
（
一
○
○
七
年
）
に
は
藤
原
行
成
の
能
書
と
し
て
の
地
位
名
声
は
す
で
に
確

固
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。「
日
本
書
道
史
年
表
」『
書
道
藝
術
別
巻
第

四　

日
本
書
道
史
』
中
央
公
論
社　

一
九
七
七
年
よ
り
。

	

余
談
だ
が
、
藤
原
行
成
が
書
い
た
法
成
寺
の
「
寺
額
」（
無
量
寿
院
）
を
三
百
年

後
の
鎌
倉
時
代
末
に
吉
田
兼
好
が
見
て
い
る
。『
徒
然
草
』
第
二
十
五
段
よ
り

	

「（
前
略
）
京
極
殿
・
法
成
寺
な
ど
見
る
こ
そ
、
志
留
ま
り
、
事
変
じ
に
け
る
さ
ま

は
あ
は
れ
な
れ
。
御
堂
殿
（
藤
原
道
長
様
）
の
作
り
磨
か
せ
給
ひ
て
、
庄
園
多
く

寄
せ
ら
れ
、
我
が
御
族
の
み
、
御
門
の
御
後
見
、
世
の
固
め
に
て
、
行
末
ま
で
と

お
ぼ
し
お
き
し
時
、
い
か
な
ら
ん
世
に
も
、
か
ば
か
り
あ
せ
果
て
ん
と
は
お
ぼ
し

て
ん
や
。大
門
、金
堂
な
ど
近
く
ま
で
あ
り
し
か
ど
、正
和
の
比
、南
門
は
焼
け
ぬ
。

金
堂
は
、
そ
の
後
、
倒
れ
伏
し
た
る
ま
ま
に
て
、
と
り
立
つ
る
わ
ざ
も
な
し
。
無

量
寿
院
ば
か
り
ぞ
そ
の
形
と
て
残
り
た
る
。
丈
六
の
仏
九
体
い
と
尊
く
て
並
び
お

は
し
ま
す
。
行
成
大
納
言
の
額
、（
源
）
兼
行
が
書
け
る
扉
、
な
ほ
鮮
か
に
見
ゆ

る
ぞ
あ
は
れ
な
る
。
法
華
堂
な
ど
も
、
未
だ
侍
る
め
り
。
こ
れ
も
ま
た
、
い
つ
ま

で
か
あ
ら
ん
。
か
ば
か
り
の
名
残
だ
に
な
き
所
々
は
、
お
の
づ
か
ら
、
あ
や
し
き

礎
ば
か
り
残
る
も
あ
れ
ど
、
さ
だ
か
に
知
れ
る
人
も
な
し
。（
後
略
、
傍
線
筆
者
）」

12	

書
家
の
植
村
和
堂
は
道
長
の
経
筒
の
文
字
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

	

「
経
筒
の
銘
文
は
現
品
を
見
て
も
、
拓
本
で
見
て
も
い
か
に
も
細
く
て
よ
く
見
え

難
い
が
、
諦
視
す
る
と
実
に
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
大
ま
か
で
、
の
び
の
び
と
し

て
、
し
か
も
和
様
独
特
の
風
格
を
十
分
具
え
て
、
心
憎
い
ば
か
り
の
出
来
映
え
で

あ
る
。
銅
板
経
や
、
瓦
経
に
も
な
か
な
か
い
い
手
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
さ
す
が
に

そ
れ
ら
を
グ
ン
と
抜
い
て
い
る
。
ペ
ン
字
の
手
本
と
し
て
何
回
か
習
っ
て
み
た

が
、
性
急
な
悪
癖
の
つ
い
て
い
る
現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
は
、
息
が
続
か
な
い
く
ら

い
悠
々
寛
々
た
る
書
き
振
り
で
、ま
こ
と
に
い
い
参
考
に
な
る
。
筆
者
は
道
長
か
、

行
成
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
真
跡
と
比
較
し
て
各
自
で
推
定
し
て
見
ら

れ
る
事
を
お
勧
め
す
る
。」

	

講
談
社
『
日
本
書
道
大
系
3
平
安
（
二
）』
一
九
七
一
年　

95
頁

13	

銘
文
の
文
字
の
筆
者
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
文
章
を
書
い
た
と
推
定
し
た
大

江
匡
衡
（
九
五
二
～
一
○
一
二
）
の
こ
と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
大
江
氏
（
江

氏
）
は
菅
原
氏
と
並
ぶ
学
問
の
家
柄
で
あ
る
。
匡
衡
は
東
宮
学
士
・
文
章
博
士
・

式
部
大
輔
な
ど
。
ま
た
尾
張
守
・
丹
波
守
も
勤
め
た
。
妻
は
歌
人
で『
栄
華
物
語
』

の
作
者
と
さ
れ
る
赤
染
衛
門
。
一
条
朝
に
数
多
く
の
作
文
を
し
た
こ
と
は
『
御
堂

関
白
記
』
や
『
権
記
』
に
詳
し
い
。
大
江
匡
衡
作
文
＋
藤
原
行
成
清
書
の
組
み
合

わ
せ
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
大
江
匡
衡
の
文
例
は
『
本
朝
文
粋
』
に
所
収
さ

れ
て
い
る
。

14	

道
長
は
寛
弘
四
年
八
月
の
金
峯
山
登
山
の
あ
と
、
寛
弘
七
年
に
も
金
峯
山
参
詣
を

計
画
し
た
。
し
か
し
諸
事
情
に
よ
り
中
止
さ
れ
て
い
る
。

15	

文
字
の
す
べ
て
が
行
成
の
下
書
き
か
、
と
な
る
と
一
部
に
は
問
題
と
な
る
部
分
が

あ
る
。
ま
ず
蓋
の
側
面
に
刻
ま
れ
た
梵
字
で
あ
る
。
す
べ
て
双
鉤
体
で
刻
ま
れ
て

い
る
。
梵
字
に
美
文
字
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
僧
侶
の
字
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
行
成
が
書
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
次
に
底
面
中
央
部
に
刻

ま
れ
た
「
伴
延
助
」
の
三
文
字
（
挿
図
5
Ｆ
）
で
あ
る
が
、
そ
の
書
体
は
丸
み
を

帯
び
て
い
る
。
し
か
し
わ
ざ
わ
ざ
行
成
が
作
者
の
名
前
ま
で
下
書
き
を
用
意
す
る

と
は
考
え
難
い
の
で
、
こ
れ
は
伴
延
助
自
身
か
そ
の
弟
子
の
字
と
す
る
の
が
妥
当

だ
。
さ
ら
に
気
に
な
る
の
は
側
面
願
文
の
末
尾
の
「
寛
弘
四
年
八
月
十
一
日
」
の

十
と
一
で
あ
る
。
こ
の
日
付
の
二
文
字
は
や
や
中
軸
を
ず
ら
し
て
右
に
出
て
い

る
。
違
和
感
あ
る
配
置
だ
。
経
筒
の
文
字
が
下
手
に
見
え
る
一
因
が
こ
こ
だ
。
筆

者
の
想
像
だ
が
、
行
成
が
こ
れ
を
清
書
し
た
段
階
（
八
月
の
金
峯
山
登
山
の
二
ヶ

月
ほ
ど
前
、
六
月
頃
に
道
長
か
ら
依
頼
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
）
で
は
日
付
の
部
分
は

空
白
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
山
上
で
の
埋
経
祭
儀
の
日
時
は
諸
事
情
を
勘

案
し
て
最
終
決
定
さ
れ
る
が
、
お
よ
そ
八
月
上
旬
と
ま
で
は
決
ま
っ
て
い
た
も
の

の
願
文
清
書
が
依
頼
さ
れ
た
段
階
で
は
未
確
定
だ
っ
た
の
で
、
行
成
は
こ
の
部
分

を
空
白
に
し
て
清
書
を
提
出
し
た
の
だ
ろ
う
。「
十
一
」
の
二
文
字
は
日
程
が
確

定
し
た
段
階
に
な
っ
て
道
長
宅
か
ら
伴
延
助
の
工
房
に
連
絡
が
行
き
、
そ
こ
だ
け

は
行
成
の
文
字
で
な
く
、
工
房
の
職
人
が
そ
れ
ら
し
く
刻
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

「
十
一
」
の
二
文
字
が
や
や
中
軸
を
外
し
て
右
に
は
み
出
し
て
い
る
理
由
を
そ
う

考
え
る
。

	
（
深
読
み
す
る
な
ら
ば
、
工
人
は
わ
ざ
わ
ざ
中
軸
を
少
し
ず
ら
し
て
「
十
一
」
を

右
に
出
し
て
刻
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
代
一
の
能
書
藤
原
行
成
の
字
と
間
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違
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
意
識
が
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
と
想
像
す
る
）

16	

一
条
天
皇
～
後
一
条
天
皇
の
時
代
に
藤
原
道
長
政
権
が
安
定
し
て
続
い
た
こ
と
、

そ
し
て
道
長
の
部
下
で
あ
っ
た
藤
原
行
成
が
ほ
ぼ
三
十
年
も
の
間
、
書
の
第
一
人

者
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
世
に
大
き
な
良
い
影
響
を
与
え
た
と
同
時
に
、
悪
影
響
も

与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
行
成
の
『
権
記
』
を
読
む
に
つ
け
、
彼
の
書
の
膨

大
さ
に
驚
く
。
そ
れ
は
和
様
の
書
の
完
成
形
、
真
似
る
べ
き
お
手
本
と
し
て
、
行

成
風
で
は
な
い
書
風
を
壊
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
筆
者
が
そ
う

思
っ
た
一
例
が
『
南
山
城
の
古
寺
巡
礼
』
展
に
借
用
展
示
し
た
禅
定
寺
文
書
の
う

ち
「
平
崇
上
人
行
業
記
」（
重
文
）
の
文
字
で
あ
る
。
寛
弘
二
年
（
一
○
○
五
年
）

の
も
の
で
、
経
筒
作
成
の
わ
ず
か
二
年
前
の
も
の
だ
が
、
そ
の
文
字
は
行
成
風
か

ら
は
程
遠
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
藤
原
佐
理
風
か
と
思
え
る
よ
う
な
奔
放
な
筆

遣
い
で
あ
っ
た
。
歴
史
に
も
し
も
は
な
い
が
、
仮
に
藤
原
佐
理
が
長
生
き
し
、
彼

の
書
風
の
方
が
日
本
書
道
の
お
手
本
と
な
っ
て
い
た
な
ら
ば
（
政
治
的
に
は
道
長

の
甥
の
藤
原
伊
周
政
権
が
成
立
し
て
い
た
な
ら
ば
）、
そ
の
後
の
日
本
美
の
概
念

は
違
う
展
開
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
歴
史
の
偶
然
な
の
か
必
然

な
の
か
。
思
う
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
藤
原
行
成
を
書
聖
と
仰
ぐ
美
意
識
の
弊
害
も

考
え
て
お
き
た
い
。
こ
う
書
き
た
く
な
る
ほ
ど
彼
の
書
の
影
響
が
強
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
京
都
国
立
博
物
館
『
南
山
城
の
古
寺
巡
礼
』
特
別
展
覧
会
図
録　

二
○
一
四
年

17	

藤
原
行
成
の
書
よ
り
前
に
ど
の
よ
う
に
仮
名
が
生
ま
れ
、
普
及
し
、
確
立
し
た
の

か
は
実
は
美
術
史
上
の
重
大
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
仮
名
は
奈
良
時
代
の
万
葉

仮
名
に
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
日
本
語
を
文
字
で
ど
う
表
現
す
る
か
を
模
索

し
て
い
た
の
だ
。
降
っ
て
醍
醐
天
皇
の
時
代
、
紀
貫
之
が
『
古
今
和
歌
集
』
を
撰

し
『
仮
名
序
』（
延
喜
五
年
・
九
○
五
年
）、
ま
た
『
土
佐
日
記
』
を
書
い
た
あ
た

り
に
仮
名
（
ひ
ら
が
な
の
よ
う
な
も
の
）
の
標
準
形
が
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
そ

し
て
十
世
紀
に
は
仮
名
の
美
的
洗
練
も
行
わ
れ
た
の
だ
。
そ
れ
が
十
一
世
紀
初
頭

の
一
条
天
皇
の
時
代
に
は
本
来
の
漢
字
（
真
名
）
に
ま
で
仮
名
の
も
つ
美
意
識
が

浸
透
し
た
と
い
う
の
が
本
稿
の
主
題
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
前
の
仮
名
文
字
の

成
立
と
変
遷
の
研
究
は
筆
者
の
手
に
あ
ま
る
こ
と
だ
。
お
そ
ら
く
仮
名
文
字
を
作

り
だ
し
た
、
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
前
半
代
あ
た
り
に
「
日
本
的
な
美
の
成
長
期
」

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
掘
り
下
げ
る
に
値
す
る
重
要
な
問
題
が
こ
の
辺
り
に
隠

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

18	

本
稿
を
記
し
な
が
ら
挿
図
の
作
成
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
作
る
度
に
身
近
な
人

た
ち
に
見
せ
た
際
の
反
応
が
実
に
興
味
深
い
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
同
一
の
文
字
を

見
比
べ
て
「
そ
の
差
異
」
の
方
ば
か
り
に
注
目
し
て
「
違
う
と
思
い
ま
す
」
と
い

う
判
断
を
下
す
こ
と
だ
。
人
は
「
微
細
な
違
い
を
認
識
・
指
摘
す
る
能
力
に
と
て

も
長
け
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
良
く
分
か
る
。
い
く
ら
字
画
の
角
度
の
共
通
性

な
ど
を
指
摘
し
て
も
、
最
初
に
下
し
た
「
違
う
」
と
い
う
判
断
が
脳
内
を
占
め
て

い
る
の
で
、
筆
者
の
熱
弁
を
胡
散
臭
そ
う
な
表
情
で
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
ま
た

面
白
い
。
人
間
の
認
知
能
力
と
は
目
鼻
口
が
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
場
所
に
付
い
て
い

る
人
の
顔
を
瞬
時
に
誰
そ
れ
と
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
高
度
だ
。
一
方
、

こ
の
よ
う
な
筆
跡
の
異
同
を
判
断
す
る
場
合
も
、
細
部
の
差
異
は
敏
感
に
分
か
る

の
だ
が
、
文
字
全
体
が
も
つ
同
一
筆
者
な
ら
で
は
の「
共
通
性
を
認
識
す
る
こ
と
」

の
方
が
極
め
て
困
難
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。
人
は
物
を
目
で
見
て
い

る
の
で
は
な
く
、
脳
で
見
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
歴
史
や
美
術
・
書
跡
の
問
題
で

は
な
く
、
人
が
物
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
と
い
う
認
知
論
的
な
問
題
で
も

あ
っ
た
ら
し
い
。
道
長
経
筒
の
文
字
は
こ
の
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
可
能
な

題
材
だ
と
考
え
る
。

19	

筆
者
が
以
前
『
学
叢
』
に
書
い
た
の
は
上
東
門
院
奉
納
の
金
銅
製
経
箱
の
文
様
を

め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
上
東
門
院
（
藤
原
彰
子
）
は
道
長
の
長
女
に
し
て
一
条

天
皇
の
皇
后
、
後
一
条
天
皇
の
母
で
あ
っ
た
。
上
東
門
院
の
経
箱
（
長
元
四
年
・

一
○
三
一
年
）
は
比
叡
山
横
川
で
出
土
し
た
も
の
で
、
延
暦
寺
が
所
有
し
京
博
が

寄
託
を
受
け
て
い
る
。
論
文
に
は
「
和
風
文
様
の
起
源
」
と
い
う
副
題
を
付
け
た

が
、
そ
れ
も
今
回
の
話
と
無
関
係
で
は
な
い
。
筆
者
が
こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
な

か
ば
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
そ
の
意
義
を
強
調
す
る
理
由
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
こ
が

京
都
国
立
博
物
館
だ
か
ら
で
あ
る
。

	

宮
川
禎
一
「
上
東
門
院
経
箱
の
内
面
文
様
を
め
ぐ
っ
て
―
和
風
文
様
の
起
源
―
」

『
学
叢
』
第
三
十
五
号　

京
都
国
立
博
物
館　

二
○
一
三
年

〈
追
記
〉本

文
で
は
書
け
な
か
っ
た
こ
と
を
少
し
記
し
て
置
き
た
い
。
ま
ず
平
安
時
代
の
美
術
に

お
け
る
「
書
」
の
位
置
の
問
題
で
あ
る
。
現
代
の
美
術
認
識
で
は
絵
画
が
大
多
数
で
、
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書
は
相
対
的
に
割
合
が
小
さ
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
平
安
時
代
な
か
ば
で
は
美

の
根
本
は
倭
絵
で
も
仏
画
で
も
仏
像
で
も
な
く
「
書
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
美

術
と
言
え
ば
ピ
カ
ソ
や
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
絵
画
を
思
い
浮
か
べ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
は
現

代
の
価
値
観
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
で
は
女
性
の
評
価
を
字
の
上
手
下
手
で
表
現
し

て
い
る
。
真
名
・
仮
名
を
美
麗
に
書
く
こ
と
。
上
手
な
文
字
が
美
の
価
値
観
の
中
心
に

あ
っ
た
時
代
だ
っ
た
ら
し
い
。
で
は
「
上
手
な
字
」
と
は
何
か
？
こ
の
問
題
が
一
番
難

し
い
。
筆
者
が
身
近
な
人
た
ち
に「
字
が
上
手
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

と
尋
ね
た
際
の
皆
の
困
惑
し
た
表
情
が
物
語
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
人
は
上
手
な
字
と

下
手
な
字
を
的
確
に
見
分
け
て
、
異
な
る
人
間
で
も
評
価
の
差
は
あ
ま
り
な
い
。
し
か

し
面
と
向
か
っ
て
藤
原
行
成
の
字
の
ど
こ
が
ど
う
上
手
で
す
か
と
尋
ね
る
と
答
え
ら
れ

な
い
。
こ
の
辺
り
に
も
重
大
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

余
談
だ
が
、
当
館
西
側
の
門
額
「
京
都
国
立
博
物
館
」
は
平
成
知
新
館
の
開
館
に
合
わ

せ
て
平
成
二
十
六
年
に
真
鍮
製
で
新
調
さ
れ
た
も
の
だ
。
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
文
字
は

館
蔵
の
国
宝
『
日
本
書
紀
岩
崎
本
』（
十
世
紀
）
か
ら
学
芸
部
の
書
跡
担
当
者
が
選
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
國
」
の
字
が
道
長
経
筒
の
「
大
日
本
國
」
の
國
の
異
体
字
と

共
通
し
て
い
る
。
博
物
館
を
出
入
り
し
な
が
ら
ふ
と
気
付
い
て
驚
い
た
。
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